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はじめに  

 小さな端末一つで，いつでも情報を引き出すことができるようになっ

た現在，膨大な知識を詰め込むことのみが評価される時代は終わりを迎

えようとしています。  それでは，学びに意味がなくなってしまったので

しょうか。いいえ，そうではありません。教えるべきことは教え，知識

として蓄えるべき内容は蓄えさせる。そして，それをベースに思考し判

断する力をつけていくことは，今後も大切です。  

思考力の基盤となっているのは，やはり知識です。通学を例にすれ

ば，渋滞等を考慮し到着時刻を予測（さまざまな知恵が計算式に組み込

まれ使われる）します。学校に着き一日のスケジュール（時間管理・配

分）を確認します。こう考えてみれば，一つ一つは単純に足し算，かけ

算，文字，言語表現に分けることができる知恵を組み合わせて人は生き

ているのです。知識の中に入っている記憶は，瞬時に脳の中で組み合わ

され，活用することができます。しかし，外部の知識の蓄積物はそれを

引っ張ってこようとする意志と手段を用いないといけません。これから

の社会で必要とされるようになるのが，外部の知識を引っ張り出しそれ

を取捨選択し，脳の中にある既存の知識と組み合わせて，答えのない未

知なる課題を分析し，協働で問題解決を目指す力であるといえます。子

ども達自らがこのような力を伸ばす，その授業づくりに本書が役立てて

もらえたら幸いです。  

平成２９年１２月  

小川  雅史  
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第 1 章  教育方法・技術  

1.1 教育方法・技術とは  

教育の方法を学ぶ  

 教育方法・技術を学ぶ教育方法学は，実際の授業実践を分析し，教師

の意図と子ども達の学びを具体的に検証していく学問です。先人が教育

について研究した教育史や子ども達の心の動きを知る教育心理学を学ん

でいくことによって，様々な事例を学ぶことができます。また，最新の

情報機器技術を組み込み，新たな学びを生み出していこうとたくさんの

チャレンジが行われています。教育の方法に関する学問ですが，決して

授業 HOWTO を探求するものではありません。  

「（教師が）教えたから（子ども達が）学んだとは限らない。」米国

の教育者デューイはこのことを，「誰も学んでいないのに教えたという

ことは，誰も買っていないのに売ったということと同じだ」という言葉

で紹介しています。教師は「教えたのだから，子ども達は学んでいるは

ず」と思い込みがちなのです。しかし，「教師は教えたけど子ども達は

学び取っていない。」ことがよくあるのです。教えたことが，知識・技

能として残り，判断力の基となり次なる学びを生んでいくのか。その道

筋を研究する学問でもあります。  

教育は人なり  

 基本的に，子ども達は「知りたい・わかるようになりたい」という思

いで授業に臨んできます。また，自分の考えを教師や周りの子ども達に

認めてもらいたいという気持ちも同時にもっています。そういった子ど

も達の思いを尊重できる教師になりたいものです。子どもの意見を「謙
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虚にかつ共感的に傾聴し，豊かな包容力で心の安らぎが感じられる。」

そういった人間的な教師力も子ども達に大きな影響を与えます。「教育

は人なり」という言葉からもその重要性がよく分かります。ですから，

えこひいきする先生はいつの時代でも子ども達に受け入れてもらえない

のです。教師の日頃の行動や思わず出てきた一言が常に評価されている

と言えます。  

古藤康弘はロジャースの来談者中心療法を次のように紹介していま

す。「傾聴的な姿勢をとる。たどたどしくても子どもの発言をさえぎら

ずに傾聴的な姿勢で，教えの心理を学びの心理に近づけることができ

る。子どもの発言を聴くときは，明るい表情で相手を見て，無条件に肯

定的にうなずきながら包容力のある許容的態度で，信頼感と親密感を持

って対応する。受容的な接し方は，子ども自らが自分の発言内容を自己

の問題としてとらえることができ，課題が明確に見えてきて自己認識が

深まり，自信が持てるようになる。教師の受容的態度が，子ども達に自

分を認めてもらえたという自尊心の高まりを生み，真剣に考えようとす

る態度へと繋がっていく。」  

このように受容的な教師の対応は，子ども達自身が自らを認めてもら

っているという気持ちを生み，真剣な学習態度へと繋がっていくとして

います。教師と子ども達との信頼関係の大切さを示していると言えま

す。  
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2.1 子ども達に求められる資質能力  

学習指導要領（平成 29 年改訂）では，子ども達に求められる資質・能

力を次のように示しています。「豊かな創造性を備え持続可能な社会の

創り手となることが期待される子ども達に生きる力を育むことを目指す

に当たっては，学校教育全体並びに各教科，道徳科，外国語活動，総合

的な学習の時間及び特別活動（中略）」の指導を通してどのような資

質・能力の育成を目指すのかを明確にしながら，教育活動の充実を図る

ものとする。その際，子ども達の発達の段階や特性等を踏まえつつ，次

に掲げることが偏りなく実現できるようにするものとする。  

(１ )  知識及び技能が習得されるようにすること。  

(２ )  思考力，判断力，表現力等を育成すること。  

(３ )  学びに向かう力，人間性等を涵養＊すること。（＊涵養（かんよ

う）：水が自然に染み込むように，無理をしないでゆっくりと養い育

てること。）  

上記資質・能力の三つの柱の育成をバランスよく実現できるよう留意

することも同時に明示しています。  

(１ )  知識及び技能が習得されるようにすること  

①  知識や技能の量を増やす  

ただひたすら丸暗記していく「詰め込み教育」は批判が多く，むやみ

に暗記した量を評価することには問題が多くあります。しかし，知識や

技能が人間の脳の中で瞬時に組み合わされ，思考や判断，表現に繋がっ  
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ていくこともまた事実です。そういった意味では，知識や技能の量を増

やすことは学びの基礎といえます。  

②  学ぶ興味を高め，思考力・表現力・判断力を高める  

子ども達が新たな知識や技能を得ようという意欲を喚起し，知識や技

能を確かなものとしていこうと自ら習得に向かう力を高めていくことが

大切です。  

教科の特質に応じた学習過程を通して，個別の感じ方や考え方等に応

じ，知識が生きて働く概念として習得されることや，新たな学習過程を

経験することを通して更新されていくことが重要です。  

そのためにはまず，教師が子ども達の興味を高めつつしっかりと教え

ることが大切です。子ども達がすでに身につけた知識を使って思考さ

せ，知識を相互に関連付けることで深い理解につながったり，知識を生

活の場面で活用できるようにしたりするための学習が必要となります。

また，技能についても同様に，個々の技能を身に付けながら，学んだ技

能が既得の技能等と関連付けられ，生活の場面でも活用できるように習

熟・熟達した技能として習得されるようにしていくことが重要です。  

(２ )  思考力，判断力，表現力等を育成すること  

子ども達が「理解していることやできることをどう使うか」は「思考

力，判断力，表現力等」の育成にかかわってきます。今後の生活で出合

う未知の状況の中で，何をなすべきかを整理し，既得の知識や技能に加

え新しい知識や技能を得ようとする力が必要となります。中央教育審議

会答申では，次の過程を経ると述べています。  

・問題を明確にし，その解決の方向性と解決方法を考え計画を立てる。  
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・結果を予測して実行し，振り返り次の問題発見・解決につなげる。  

・収集・整理した情報をもとに自分の考えを創り，表現し，互いの考え

を伝え合い，多様な考えを理解したり，集団としての考えを形成した

りしていく。  

・思いや考えを基に構想し，意味や価値を創造していく。  

(３ ) 学びに向かう力，人間性等を涵養すること  

「学びに向かう力，人間性等」は，上記 (１ )知識及び技能が習得され

るようにすると (２ )思考力，判断力，表現力等を育成するの２本の柱を

どのような方向性で働かせていくのかを決定付ける重要な要素です。一

人一人がよりよい社会や幸福な人生を切り拓いていくためには，主体的

に学習に取り組む態度も含め，学びに向かう力や，自己の感情や行動を

統制する力，よりよい生活や人間関係を自主的に形成する態度等が必要

となります。これらは，自分の思考や行動を客観的に把握し認識する，

いわゆる「メタ認知」に関わる力を含むものです。こうした力は，様々

な困難に直面する可能性を低くしたり，直面した困難への対処方法を見

いだしたりできるようにすることにつながる重要な力です。また，多様

性を尊重する態度や互いのよさを生かして協働する力，持続可能な社会

づくりに向けた態度，リーダーシップやチームワーク，感性，優しさや

思いやりなどの人間性等に関するものも幅広く含まれています。  

こうした情意や態度等を育んでいくためには，体験活動を含めて，社

会や世界との関わりの中で，学んだことの意義を実感できるような学習

活動を充実させていくことが重要です。  
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2.2 資質能力を育成する教育方法  

わかる  

わかるとは，「新しく学ぶ内容を，本人がすでにもっている知識と照

らし合わせ，新しい解釈や筋書きなどを作ることができる状態」をいい

ます。また，内的な理解の段階を高めるために，言葉で伝える活動，情

報機器活用，実習，ドリル，ロールプレイなどが有効です。教師は構造

的な板書でまとめることにより，子ども達が獲得したものが体系化し

「わかる授業」となっていきます。  

できる  

教えてもらって，少しあやふやな所があるが分かったような気になる

ことがあります。しかし，その状態では他者に説明することはできませ

ん。また少し時間がたつと，理解していたと思っていたことがはがれ落

ちていくことを実感します。漢字が読める，書ける，説明できる，理由

が言えるなど第三者に内容が確認できる状態にまで進んだ段階を「でき

る」と定義づけます。  

自分の考えをもつ  

各教科領域において，「記録」「整理」「論述」「表現」の活動を学

習活動の中に取り入れていきます。例えば，社会科の見学で「町の商店

で働く人」を調べる活動を例にしてみます。  

①  商店や商店街の工夫について，見たこと聞き取ったことを記録し，

整理していきます。  



7 

 

 

②  どのようなことが分かりどのようなことを人に伝えていくのか，自

分の考えをきちんと入れてまとめていきます。これを「論述」といい

ます。  

③  外部に発信し，さらに調べてみたいことが広がっていくことが予想

されます。  

このような活動を仕組むことを通して，自分の考えを持つことを何度

も体験させることが大切です。  

主体的に学ぶ  

主体性とは，「他人によって導かれるのではなく，自分の意思・判断

で行動しようとする態度」です。これをもとに考えれば，主体的に学ぶ

とは，「自ら学び，自ら問題を発見し，自ら解決に向けて学習するこ

と」を指します。これを子ども達の心理的面からみて古藤康弘は，「①

自我の存在の意識化②自己対処（思考の面白さの感得）③比較検討（思

考の多様化）④所産の評価（成就感による自信）⑤次なる挑戦（探求す

る意思と行動）の内面変化を経て，主体性が育っていくと考えられ

る。」としています。①の自我の存在の意識化は，乳児期から幼児期に

迎える「自我が芽生え，自分と他人の存在を知る。」ことから考察する

と，自分自身の中に存在する思いや考えに気付く段階です。例えば，中

学校の数学で習う円周角の定理を使って説明してみましょう。  

 

 

 



8 

 

 

①の段階は，

定理を習う。

「こういう定

理があるん

だ」と覚えよ

うとする。②

の段階は，こ

の決まりを使

って問題を解

くことの面白

さを感じ取

る。③の段階

では「あれ，

おかしいぞ。

こんな時も使

えるのか」と

多様性を感じ

てきます。④

になって，そ

の全てを解決

していく。そ

して，⑤の段階に進むと，もっと探求してみたくなる。このような段階

を経て，主体性が育っていくと考えられます。  

  

①円周角の定理       

中心角の角度を a とすると  

円周角の角度は
１

２
a となる  

 

 

②問題          半円の弧を
１

６
ずつ区切った  

所を点 A,B とする。  

ｂの角度を求めよ。  

 

③             ①で定理を覚えたけど，  

          円周上のどこでも，この定理は通

用するの？  

 

 

④補助線を入れて，証明してみよう。  

⑤そうか，もっと違う問題もやってみよう。  

A 

B 

ｂ  

ここも円周角の定理

が通用する？  

a  

１

２
a  
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3.1 教育の目的に応じた指導技術  

教育の目的について，教育基本法第１条で次のように規定していま

す。「教育は，人格の完成を目指し，平和で民主的な国家及び社会の形

成者として必要な資質を備えた心身ともに健康な国民の育成を期して行

われなければならない。」ここで示す教育の目的については，マラソン

でいうゴール地点での明確な姿です。未来の到達点が示されています。

教育現場では，そのゴールを目指して日々の教育活動を積み重ねていま

す。例えば，「健康の維持」という観点で具体的に教育の目的を三つの

アプローチで考えてみましょう。  

①  内容知の育成（基盤となる能力）  

 健康の維持を図るための基盤となる能力とは，健康に関する基礎的な

知識や技能を身につけることを指します。食べ物と健康との関係につい

て正しい知識を身につけ，その料理法等の技能を身につけることは，健

康づくりに欠かせない「基盤となる能力」です。しかし，注意しておき

たいのは，たくさんの量を記憶することに力点を入れすぎることは避け

るべきです。暗記することに意味があるのではなく，生きて働く知識に

なることが大切なのです。文部科学省では「習得型の教育」と定義づけ

ています。  

②  方法知の育成（学び方を身につける）  

 これは，いわゆる課題解決の能力を身につけることを指します。課題

を見つけ，解決に向けて情報収集・分析・整理・判断・発信し未知の問

題にも新たな解決策を考えて生み出す力を指します。このような授業を

作り出していくには，教師自身が「なぜ」を連発する教材開発が必要で
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す。今まで普段の景色として別段不思議に思っていなかったことを，改

めて見つめ直してみると，不思議だと思うことが次々と生まれてきま

す。教師が探求のリーダーシップをとり授業づくりをしていくことが何

より大切です。①の学びに比べると学習内容から得られる内容知は少な

くなりますが，目標はあくまで「学び方の習得」であり，その方法を学

ぶことが大切です。文部科学省では「探求型の教育」と定義づけていま

す。「なぜ」の材料は，日常生活の中にもたくさんあります。例えば，

「年越しそば・七草がゆ」といった年末年始の伝統的な食べ物の由来

等，「時期が来たから食べるのが当たり前に思っていたけど，何でこの

時期に食べるの？」これが，教材作りの原点になることが多いのです。  

③  体験知の育成（豊かな感性を身につける）  

 総合的な学習の時間や生活科の授業では，子ども達の体験を重視して

います。自然体験やボランティア活動などの社会体験，ものづくり，生

産活動などの体験活動，観察・実験，見学や調査，発表や討論といった

学習活動を経て，五感を通した心の動きを体験し，豊かな感性を身につ

けていくことを目指しています。料理体験等を総合的な学習の時間に行

い，家庭科の学習内容「食と健康な暮らし」と関連させて横断的な学習

をしている実践も多く見られます。  

 これら三つの教育の目的を強く推進していくには，子ども達自身に学

びに向かう力を身につけてやる必要があります。  

 その具体的な力とは，興味・関心や意欲・態度といった心の内面の学

びに向かう能力を指します。これは，上記①②で示した基盤としての能

力と課題追究への力と相互に結びつき，全体として自己実現に向けて行
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動しようとする態度に繋がっていくのです。好奇心・集中力・持続力・

価値観といった個人内で育まれるものから始まり，自立性・協調性・共

感的人間関係力といった社会性のある情意的能力へとつながっていきま

す。こうした力は，教育基本法のいう「平和的で民主的な国家及び社会

の形成者として必要な資質」として大切な力となっていくものです。  

主体的で対話的な深い学び  

 大学教育で取り入れられた学びの形態であるアクティブ・ラーニング

を，小・中・高等学校で採用し「主体的で対話的な深い学び」と名付け

ました。学びに向かう力の育成に合致した学習形態です。子ども達を小

さな研究者に例えて説明することが多くあります。系統的な学習に比べ

授業の難易度は高く，子ども達の「学びへのモチベーション」を高める

工夫が大切となってきます。例えば，学習課題に「驚き」や「疑問」を

感じる意外性のある内容を織り込む必要があります。子ども達にとっ

て，分かり切っている内容や到底解決できないような難しすぎる内容で

はいけません。また，学習課題も重要です。「既習事項とずれがある」

とか，「身近なのに今まで見過ごしたりしている内容」に，探求意欲を

かき立てるような仕掛けをしていく必要があります。学習の流れは，基

本的に課題解決型学習の形態になることが多いようです。  従来，課題解

決型学習として社会科や理科等でもさかんに実践が行われてきました。  

 この学習に，協議や協働作業を取り入れ，多様な考え方を認め合う素

地になることも大きな目標の一つです。  
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 下のイラストのように，さまざまな学習形態を工夫することによっ

て，これまでの一斉学習とは違った意見の交流が盛んになり，「主体的

で対話的な深い学び」に繋げていく実践も各地で取組が始まっていま

す。  

 

教 育 目 標 ･内 容 と 学 習 ･指 導 方 法 ， 学 習 評 価 の 在 り 方 に 関 す る 補 足 資 料                     

2 0 1 5 年 1 月 2 9 日  教 育 課 程 企 画 特 別 部 会 資 料 ２  
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3.2 説明・指示・発問・板書等の基礎的な技術  

説明  

まず，教師の授業力の原点ともいえる，わかりやすく説明する力がと

ても大切です。分かりやすく説明するには，次のことに留意する必要が

あります。  

①  子ども達が聞く準備が整ったのを確認後，説明する内容を最初に伝

えます。  

②  結論を伝えた後，分かりやすい理由で説得力を高めます。  

③  学年に応じたスピードと間を入れます。  

④  大事なポイントになる部分は，要点をおさらいします。  

⑤  相手の立場 (既習事項，理解度 )に立って，わかりやすい言葉を選び

ます。  

⑥  短い言葉でシンプルに話します。 (伝えたい内容量と伝わる内容量は

反比例 ) 

⑦  「えー」，「ですが ･･･」といった言葉をできるだけ挟まずに話しま

す。  

指示  

教師は，指示したことが子ども達にきちんと伝わり，行動に結びつく

よう，適切な指示を出す必要があります。  

①  明確に伝え，最後に伝えた内容を短く反復します。  
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できました  支援申請  

②  小学校１年生の初めであれば，指示内容は１つ。全員ができている

か確認して次に進みます。  

③  対応状況や発達段階に応じて指示の難易度を変えていきます。  

④  （いい意味での）緊張感をもって聞く姿勢を育てることが大切で

す。  

⑤  聞き漏らした時の対応 (周りを見る，友達に聞く等 )もあらかじめ指

導しておきます。  

⑥  ユニバーサルデザインの考えを取り入れ，絵や短文で黒板に示して

指示します。  

こうした説明や指示に，簡易反応具を

併用すると効果的です。私は，小学校の

現場で教員を務めていたころ，「カラー

ポール」と名付けた３色（赤，白，青）

のテープを貼った直方体を用意し，意思

表示をさせていました。基本的には，カ

ラーポールを横にした状態で待機させ，

青はできました。赤は支援してくださ

い。という意思を表示することができま

す。また，道徳科等では心のバロメータ

ーとして自分の思いを表現させていまし

た。机の前方に置けば強い思い，後方に

置けば弱い思いというルールにしました。強く賛成の場合は，青表示に

カラーポール  

横 =中立 O R 考え中  

青  赤  
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して机前方にカラーポールを置くといった方法で意思表示させていまし

た。  

発問  

文部科学省の定義では，「発問とは，子どもの思考・認識過程を経る

もの」です。質問は子どもが本文を見れば分かるものと対比的に説明し

ています。また，発問の要件として，４点示しています。  

①  何を問うているのかがはっきりしていること。  

②  簡潔に問うこと。  

③  平易な言葉で問うこと。  

④  主要な発問は，準備段階で「決定稿」にしておくこと。  

例として，「税と国民生活」の教材で，「消費税は何％ですか？」と聞

けば質問となり，「消費税は，どのような目的で集められますか？」と

聞けば発問となります。  

発問の場合，子どもが「自分の言葉でまとめること」が必要となり，人

によって「まとめ方に違い」が生まれてきます。この違いが出てくるこ

とを楽しみ，多くの発見をすることができるのです。  

発問を考える際，次の視点で考えましょう。  

①  教師自らが教材分析を楽しみ，深く理解することが出発点です。  

②  どの子も考えやすい発問にしていきます。  

③  広がりすぎると考えにくいので，ある程度限定した内容にします。  

④  意見の違いや広がりが生まれる発問がいい発問です。  
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⑤  「わからない」を発する勇気を評価してやることが大事です。発言

できる雰囲気が，自問する力を育てることに繋がります。  

板書  

板書は，授業終了時，本時の要点がわかるよう思考の流れに沿って構

造的に整理する必要があります。実際に黒板の前に立って，授業展開と

子ども達の反応を想像しながら板書計画を立てていくといいでしょう。  

①  文字の大きさは，学年に応じた文字の大きさで書きます。低学年は

大きな字で書きます。  

②  色の使い方は，学級のルールを決めておきます。黒板の黄色はノー

トに別な色を使う（白地に黄色は見えにくい）よう指示します。ま

た，特定の色が判別しにくい児童がいることも配慮する必要がありま

す。  

③  箇条書き等，短くわかりやすい文章で書きます。  

④  模造紙や短冊を使うのも効果的です。  

⑤  補助黒板（マス目，習字用）を，用途に応じて使います。  

⑥  子どもが書き写しやすいよう，教師の立ち位置に注意します（六四

の姿勢。利き腕の反対に少し体を開き，板書をしながら子ども達の様

子を逐次確認することができる）  

⑦  書き写す時間をきちんと取り，確認してから説明や発問に進みま

す。  
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4.1 学習評価の基礎的な考え方  

評価と評定の意義   

学習評価は，「学習指導要領の目標の実現状況を把握し指導の改善に

生かすもの。」と文部科学省は規定しています。「指導と評価の一体

化」という言葉がよく出てきます。授業展開の中に評価基準を定め，そ

の基準に照らして子ども達の達成状況をフィードバックしてやるので

す。子ども達はその情報を受け取り自己の学習状況を確認し，頑張るポ

イントを明確に認識して取り組むことになります。また，教師は子ども

達の達成状況をもとにして，指導方法・指導内容について考察し自分の

指導法の修正・改善に生かしたり，学習指導案やカリキュラムの修正に

役立てたりします。すなわち，授業計画・実践・評価そして結果を受け

授業計画を立てる。このように指導と評価はトータルで一本化したもの

であるという意味です。  

評定  

学習状況の定着をテストしたり日々の学習の様子をデータ化したりし

て，統計的に処理し表示する数値です。  

目標に準拠した評価  

 まず，「目標に準拠した評価」について説明するには，それ以前（平

成１２年まで）行われていた「相対評価」と比較しながら考察していく

とわかりやすくなります。「相対評価」は，４０人学級の中での位置を

示したものです。「評定５」が３人「評定４」が８人・・・といったよ

うに，学級の中の相対的な位置を評価する方法が行われていました。し

かし，この評価に問題があることが指摘されます。例えば，「学級の人
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数が少ない場合妥当性はあるのか。」「友達が下がることで自分が上が

る排他的な競争ではないのか。」などです。そこで，平成１３年から

「目標に準拠した評価」に変更されました。これは，達成目標を定め。

それをどの程度達成できたかを評価していくものです。  

評価基準と評価規準  

「目標に準拠した評価」の目標に対して「質的にどの程度を求める

か」を示したものが「評価規準」。また，それを「量的にどの程度達成

したか」を評価する「評価基準」に区別されています。現在の教育現場

で使われている「評価基準」と「評価規準」は明確な違いがあるので

す。また，「評価基準」については， A は「十分満足できる」， B は「お

おむね満足できる」， C は「努力を要する」と判断される場合とします。

C の状態の子どもは B に， B の状態の子どもは A に達するよう，指導と評

価の一体化を図る必要があるのです。ここで，具体的な評価規準と評価

基準を例示してみましょう。  

たとえば小学校体育科で「平泳ぎ」を教える場面を想定しましょう。

技能について評価規準を「・呼吸と手のかきとキックのバランスがとれ

ていること。・キックが左右対称で足の裏で水を蹴っていること」と設

定した際，評価基準を「Ａ：呼吸と手のかきとキックのバランスがと

れ，正しいキックの平泳ぎで１００ｍ泳ぐことができる。」としたと仮

定します。このように， A の評価基準を書き，それをもとに B,C を評価し

ていきます。その方法の一例として，カッテングポイント（例： A は 80%

以上 B は 60～ 80％未満等）を決めていきます。また，評価規準や評価基

準を記述する際には，主語を児童にします。使用する動詞は観察可能な

行動の言葉で明記する事が大切です。その際，到達したかどうかについ
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て評価者によって解釈が異なることのないような工夫をすること，評価

基準として機能させる工夫が必要です。  

①  「何を」子ども達に到達させたいと意図しているか明示します。  

②  「どうやって」到達させるための方法や手段をあげます。  

③  「どの程度」到達の水準を明確にします。  

④  「○○ができる。」外部から見てその様子が分かる行動を言葉で書

きます。  

 平成 20

年度改訂学

習指導要領

では，評価

の４観点と

して示して

います。ま

た，平成

29 年改訂

学習指導要

領では，知・徳・体にわたる「生きる力」を子ども達に育むために，

「何のために学ぶのか」という学習の意義を共有しながら，「何がで

きるようになるか」を明確化していくことを大切にしていく方向が示

されています。そして，全教科等を①知識及び技能，②思考力，判断

力，表現力等，③学びに向かう力，人間性の三つの柱で再整理するこ

ととしています。  

文部科学省  平成 28 年 1 月 18 日総則・評価特別部会資料 6-2  p .1 0  
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例として，中学校の理科（生命領域）では，①生物の体のつくりと働

き，生命の連続性などについて理解させるとともに，②観察，実験等，

科学的に探求する活動を通して，生物の多様性に気付くとともに規則性

を見いだしたり表現したりする力を養い，③科学的に探求しようとする

態度や生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を養う。このよう

な形での評価が，２０２０年以降取り入れられていく予定です。また，

子ども達の評価方法としてパフォーマンス評価等の研究も進められてい

ます。  

 

文部科学省  平成 28 年 1 月 18 日総則・評価特別部会資料 6-2  p . 2 8  
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文部科学省  平成 28 年 1 月 18 日総則・評価特別部会資料 6-2  p .28

「  

文部科学省  平成 28 年 1 月 18 日総則・評価特別部会資料 6-2  p .29  
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指導と評価の一体化   

指導したことで子ども達にどのような力が付き，どのような力が不十

分なのかを分析し， C を B に B を A にするための指導法を考え，子ども達

にがんばる意欲を持たせるためには，次のような観点で評価を行うこと

が大切です。  

①  未来志向に向かった加点的な評価をすることが大切です。  

②  「この点をもう少し努力するといいよ。」「ここを少し工夫すると

素晴らしい作文になるよ。」といった，よくするための未来情報を提

示します。  

③  失敗をした場合，これを経験として生かしてもう一度挑戦してみよ

うと励まします。また，努力した過程を肯定的に認め，完全を求める

のではなく部分的でも良いところを取り上げて励ましの言葉をかけま

す。学習状況が良くないときには，激励の後，反省させる材料を与え

て向上する意欲を持たせることが大切です。  

④  自分自身の過去と現在を比較し，伸びや成長を実感させます。過去

の自分の成績や評定より向上が見られる情報を与えてやると，教師か

らの評価情報を自己成長のバネにして意欲が高まっていきます。  

評価は，子ども達にとっては学びによる成長と伸びていく指標とな

り，教師にとっては指導法の再構築に繋がるものです。両者にとって，

やる気につながる使い方にしたいものです。  
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5.1 学習指導案の作成  

全体計画  

食に関する指導を例にしてみましょう。食に関する指導をする際，全

体計画を作成することは，改正された学校給食法第 10 条において，「栄

養教諭は， (略 )学校給食を活用した食に関する実践的な指導を行うもの

とする。この場合において，校長は，当該指導が効果的に行われるよ

う，（略）食に関する指導の全体的な計画を作成することその他の必要

な措置を講ずるものとする。」と規定されています。この全体計画が必

要な理由を，食に関する指導の手引－第 1 次改訂版－（平成 22 年 3 月）

では，全体計画について次のように示しています。「子ども達の望まし

い食習慣の形成等のためには，単発的な食に関する知識の伝達にとどま

らず，実際に経験させつつ習慣化を促すための継続的な指導が必要で

す。このため，給食の時間，特別活動，各教科等の学校教育活動全体に

おいて，各教科等の指導内容・方法を生かしつつ教科横断的に関連づ

け，体系的に理解させる指導が重要です。こういった学校での取組に加

え，保護者や地域の関係者における指導の充実が，日常生活において食

についての理解を深めることにつながっていきます。」  

また，全体計画に掲げることが望まれる内容として，  

（１）  学校としての食に関する指導の目標を設定  

（２）  学年ごとの指導の目標  

（３）  給食の時間における食に関する指導の内容一覧表（年間）  

（４）  学年ごとに関係教科，道徳，総合的な学習の時間，特別活動等  

における食に関する指導の内容等を抽出した一覧表（年間）  
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（５）  個別的な相談指導の在り方について  

（６）  地場産物の活用の在り方について  

（７）  保護者や地域との連携の在り方，隣接する学校（園）との接続   

以上の７点があげられています。特に，地域の特産品等を取り入れ

た食に関する指導が，各地で実践されています。  

全体計画に関する留意点  

全体計画の作成にあたっては，学校教育活動全体に関わることから，

学校長の命の下に，「子ども達の栄養の指導及び管理をつかさどる」こ

とを職責とする栄養教諭が中心的な役割を果たさなければなりません。  

まず，学校運営における教育目標や方針等へ食に関する指導を位置付

け，既存の委員会に担当させたり，新たな委員会を設置したりするなど

校務分掌を整備し，食に関する指導の推進体制を整えることが重要で

す。食に関する指導を担当する委員会等においては，各教科等の指導計

画や子ども達の実態を踏まえつつ，栄養教諭が中心となって関係教職員

と連携・協力しながら全体計画を作成し，全教職員の共通理解を図り，

全教職員が連携・協力して効果的な指導を実施するといった組織的な取

組を進めることが必要です。さらに，全体計画が計画的に実施されるよ

う，学年ごとに，より具体化した食に関する指導に係る年間指導計画 (別

紙２）の作成も必要となります。なお，全体計画等の実施にあたって

は，年度終・始の休業，学期間の長期休業中や学校給食の献立作成時，

授業の前日の放課後や直前等といった時機をとらえた学級担任，教科担

任等と栄養教諭との事前の打ち合わせを綿密に行っておくことが欠かせ

ません。その際には，日頃の子ども達の学習状況や理解度等を踏まえ
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て，栄養教諭が授業の中で指導に入ることにより効果的となる場面等の

設定，教材とすることにした資料等の準備，単元や指導の内容応じた学

校給食の献立の作成等を行います。計画期間の節目ごとに，実施状況を

点検し，改善点を検証することも求められます。  

年間指導計画  

学校の全体計画を受け，各学年の子ども達の実態に即した「食の指

導」を担当者が創意工夫して具体化するものです。

 

文 部 科 学 省 H P  第 ２ 章 食 に 関 す る 指 導 に 係 る 全 体 計 画 の 作 成  
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5.2 学習指導案作成の手順  

次のような項目で，学習指導案は構成されています。  

１  単元名（題材）  

２  単元設定の理由（児童の実態と題材設定の理由）  

単元観  学習指導要領の目標を分析し，単元の全体像を記入します。  

児童観  単元内容に応じた児童の実態を分析し記入します。  

指導観  児童の実態を受け，目標達成のために具体的にどのような指  

導を行うのかを記入します。  

３  単元の評価規準  

４  指導と評価の計画  

 

 

平 成 2 9 年 度  広 島 県 教 育 資 料  授 業 力 の 向 上  



27 

 

 

５  本時の展開  

 

 

 

 

 

 

 

平 成 2 9 年 度  広 島 県 教 育 資 料  授 業 力 の 向 上  
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6.1 授業力を高める授業研究の充実  

授業力とは  

まず，学習規律の徹底が授業の大前提となります。いい意味での緊張

感が学級を包み，凛とした空気感の中で授業を進めていく教師としての

強い意志を示すことを大切にしてください。  

指導する際には，子ども達の思考の流れを考慮しながら，個々の理解

度を把握し，集団で意見の練り合いを行い単元のねらいにせまっていく

ことが大切です。広島県教育委員会では「授業力」を授業の「ねらい」

の達成を目指し，授業を適切にマネジメントする能力，つまり授業を計

画，実施，評価，改善する力と規定し，次の４つ内容を示しています。  

（１ ) 授業を企画し構想する力  

（２）子ども達の状況に応じて適切に指導する力  

（３）授業を評価する力  

（４）授業を改善する力  

 としています。この過程を解説します。  

（１）授業を企画構想する  

①  学習指導要領並びに各教科学習指導要領解説編をしっかり読み，内  

容と目的を把握すると同時に，系統性のある学習内容の場合，その流

れを確認します。  

②  教科書を中心に，必要な教材を集め教材分析をします。  
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（２）子ども達の状況に応じて適切に指導する  

③  既習事項の定着度合いや，子ども達の学びに向かう姿勢などをあら

かじめ分析しておき，単元のねらいに迫るための指導法を考察しま

す。  

（３）授業を評価する力  

④  授業中の子ども達からの反応（表情・意見・理解度の確認）をもと

に，学習の成果に応じて授業展開の工夫を行っていきます。時には，

大きな方向修正を図ることも必要となってきます。  

（４）授業を改善する力  

⑤  授業に完成型はありません。授業を振り返り，気持ちが新鮮なうち

に改善ポイントを出して次の授業改善に繋げていく必要があります。  

広島県立教育センターのホームページには，学級活動指導案例が掲載

されています。ぜひ，参考にして自分なりの授業を作ってみましょう。  
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第 2 章  情報機器を活用した授業づくり  

1.1 教育の情報化とは  

教育の情報化三つの項目  

文部科学省「教育の情報化に関する手引き」で，教育の情報化は三つ

の内容で示されています。  

(１ ) 教科指導（授業）における情報機器活用  

 各教科等の目標を達成するために，情報機器を効果的に活用していく

ことです。  

本書においては，教科指導＋総合的な学習の時間（教科以外）等で情報

機器を活用する場合，「授業における情報機器活用」と位置づけまし

た。  

(２ ) 情報教育  

 子どもたちの情報活用能力の育成を目的としています。情報教育は高

等学校で学ぶ教科「情報」の小中学校版ですが，小学校では教科として

「情報」という科目はありません。中学校では技術家庭科で学習内容に

はありますが，やはり教科ではありません。小中学校の子ども達が学ぶ

意義について，情報モラルの育成が挙げられます。メールや SNS の普及

により，常にネットを介したつながりを感じながら生活をするようにな

ったのは， 2010 年頃からです。現在，誰も経験したことのないスピード

でこの環境の変化を体験しているのです。これだけ歴史の浅いツール

は，新たな魅力と問題点を併せ持つものが多いというのが過去の事例を

見るとよくわかります。例えば，テレビやゲーム機と子ども達の遊びの
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変化といったものも一例です。実際に SNS 疲れといわれるように，常に

ネットで繋がっている状態に距離を置きたいと考える人も出てきていま

す。「孤独はいやだけど，一人の時間は“ある時は楽しくもあり，ある

時は深く考える機会となる貴重な時間”なのです。」そういった意味で

SNS の使用について，子ども達と共に考えることも必要です。また，ネッ

トでの交流がさまざまな問題行動の出発点となることも多いようです。

ネット特有の匿名性が引き起こす問題です。このツールしてのネットや

情報に，どのように対応するのかを教えること，そして，「相手意識を

もって発信し，ゆるやかに受けとる」ことができる子ども達に育てるこ

とが，小中学校の教員にかかっているのです。  

(３ ) 校務の情報化  

 教員の事務負担の軽減と子どもと向き合う時間の確保を目的としてい

ます。         

この内容は，子ども達への指導内容ではなく，校務を効率化して，子

ども達とのふれあいの時間を確保したり，授業準備の時間を確保したり

するための内容です。  
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2.1 授業における情報機器活用  

「わかる授業・考えを深める授業」の実現に向け，その一方策となる

のが「授業における情報機器活用」の基本的な考え方です。従来から行

われている黒板を使った板書は大変に効果的な教授法です。これに情報

機器を融合させることで一層効果をあげることができます。  

＜情報機器を使う授業は，子ども達が機械に向き合う冷たいイメージが

しませんか＞  

例えば，ひたすら情報機器に向き合って学習している小学生。キーボ

ードをたたく音だけが教室に響く。これでは，機械とだけ会話している

冷たいイメージを持つのも当たり前です。それでは，各国の教育機関が

教育に情報機器を活用しようとしているのは，こんな冷たい授業を作ろ

うと考えているのでしょうか。きっとそんなことはないはずです。授業

で情報機器を活用する基本的は，「学びを支援する道具としての使い

方」です。  

教師として教壇に立つと，子ども達に力をつけてやりたいという思い

が心の底からこみ上げてきます。子ども達が理解できた，理解した内容

をきちんと身に付けた，もっと学びたいことが新たに出てきた。そこに

仲間と共に課題を追究する過程を組み込んでいけば，より一層学びへの

意欲は高まっていきます。その支援する一方策として情報機器を活用す

るのです。  
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インタラクティブ性を高める  

教育の情報化に関する手引き（文部科学省）では，「学習指導上の効

果のためには，むしろ教員と子ども達とのインタラクティブ（双方向）

性を保障することの方が重要である。」としています。教師と子ども

達，子ども達間の双方向性を高めるツールとしての使い方を示している

のです。  

教師が使う，子ども達が使う活用法として３つの形態が考えられま

す。  

①  授業準備と評価で教員が活用 ･･･教材準備・資料（プリントや提示

用）作成・評価（ポートフォリオ・成績処理）  

②  教員が授業で活用・・・指導法の一つとしての扱い  

③  子ども達が授業で活用 ･･･教師が教えるツールとして使うのではな

く，子ども達が課題を発見したり，調べたことをまとめたりすること

で理解を深めるといった使い方です。  

情報機器の適切な支援で分かりやすい授業  

 「わかりやすく教え，子ども達全員が理解できる授業にしたい。」

「理解できなくて困っている子どもへの支援を増やし，わかる・できる

ようになったと笑顔の見える授業にしたい。」そんな気持ちで授業をし

ているのですが，学年が進むにつれ，理解が難しい子ども達の割合が増

えていきます。「知りたい。わかりたい。できるようになりたい。」と

いう学習意欲を刺激する授業。個々の学びをグループ・学級へと広げる

ことで，学びがより深まる授業。そのような使い方を考えるのは，教師
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自身です。情報機器を活用した授業は，わかりやすいと回答した子ども

達が小学校で７割，中学校でも６割に及びます。  

 ①  個の学習ニーズ・スピードに応じる CAI,e ラーニング  

小中学校の学習内容は，系統的に確実に身につけるべき内容が多くあ

ります。その際，定着具合を確認するため，一人一人の提出物を見なが

らの個別指導は，指導の必要なポイントを絞った具体的なアドバイスが

でき，たいへん効果的です。しかし，一方でプリントを持って先生の前

に長い列を作り，待ち時間ばかりが長いというマイナス面もあります。

また，個に対応する時間はすばやく問題を解く子どもにたくさん。ゆっ

くり問題を解いたりわからなくて困っていたりする子どもには少ない。

そんな事が起こってしまいます。複数教員が授業に参加するティームテ

ィーチングは抜群の効果があります。一人が採点しながら課題をみつけ

てやり，もう一人は机間指導をして子ども達のもとで直接指導すること

ができます。しかし，一人で授業しているときには，学級全体への指導

と個への指導で，「ねこの手でも借りたい」状態になります。コンピュ

ータを「猫の手」として使う方法があります。これは， CAI（コンピュー

タ・アシステッド・インストラクション）と呼ばれています。猫の手の

猫が CAT，一文字違いで CAI ですね。 1980 年代から日本の学校現場では

使われ始めました。算数で使われることが多く，子ども達が間違いをし

がちな内容ごとに分類し，その内容に応じて，支援コースが分岐し，コ

ンピュータ画面に指導画面が表示されます。現在では，タブレット端末

を使った実践が多く見られるようになりました。子ども達がどう間違う

か，誤答にルールがある学習内容のとき有効です。  
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問題   
１

６
 ＋  

１

１ ０
 ＝   

子ども達が間違いの解答（誤答）をするのか予想してください。子ど

も達は，ある一定のルールに従って間違うのです。  

誤答例  
２

１ ６
 

その誤答のパターンにそって，学習コースをあらかじめ用意しておく

のです。また，想定したルートを外れた間違いをする子ども達には，

「先生を呼んでください」と表示され，教師機でその状態が把握できる

ようにしてあります。 e ラーニング教材などにその考え方は引き継がれて

います。  

 ②  グループ学習で学習リーダー的な使い方  

 グループでの学習や活動時，学習の話をしているのかただ単に騒いで

いるのかわからない状態になることがあります。教師の指示がよくわか

らなかったり，自分自身がすることが明確でなくなったりした時，その

ような学級の状態になることがよくあります。例えば，音楽の授業で合

奏の練習をする時，先生が他のパートの指導に行ってグループから離れ

てしまうと，練習がうまく進まなくなったり秩序のない動きが目立った

りします。その理由として，どう学習を進めたらいいかがよくわかって

いないことも一因です。そこで，複式学級の学習リーダー的な役割を情

報機器にさせるのです。グループに１台ずつ「楽譜を入力した端末 (ノー

ト PC，タブレット )を渡します。まず最初は，端末から流れる曲に合わせ

て練習します。スピードを落としたり同じところを繰り返したりしなが

ら，練習していきます。習熟してくると曲のテンポを標準に戻していき

ます。次に，端末に他の楽器を演奏させ，それを聞きながら自分たちの
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パートを重ねる練習をしていきます。各楽器ごとの練習がある程度でき

ると全体での練習に進んでいきます。一人の教員では，同時に各パート

の指導をすることができません。学習の進むべき方向を示唆してくれる

学習リーダーのような存在として情報機器を活用できます。  

 ③  言語活動を取り入れた学びを進めるツール  

理科の授業では，実験結果から学んだことをまとめる作業でも活用さ

れています。従来から模造紙等でまとめる学習はありましたが，文字と

イラストでまとめるのが精一杯でした。音声付き動画で全員がはっきり

と見える大きさの大型ディスプレイを活用し，聞き手をしっかり意識し

た発表で使用します。人に教えるには，相手の１０倍理解していないと

十分に伝わらないと言われています。そういう意味では，相手意識を持

って発表する子ども達の目標達成度はぐんと上がることと思います。

「学んだことを自分の言葉で語ることができる。」辞書やネット上の情

報を，そのまま書き写し，まとめにするのではなく，それを自分自身の

言葉で説明させることが大切です。それをグループ，学級へと広げるこ

とで，学びに質的な変化が期待できます。例えば違う考えに共感を覚え

自分の思いを修正したり，うまく伝わらなかった内容を修正したりし

て，他者目線で自らの発表を見直すことができるようになるのです。  

 また，まとめの作業は全員が関わりたいけど，一枚の模造紙にグルー

プ全員で書き込み作業はできないという問題の解決策としても有効で

す。グループではリーダー的な存在の子が中心になって作業し，その他

の子どもは遊びだしてしまうことも多い学習場面です。そこで，一人一

人が自分の分担を決めて作品を仕上げていきます。イメージ的には，プ

レゼンの発表画面を各自が作成し，一つにまとめていく感じです。個々
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が作った内容をグループで集め一つにする過程で，いろいろな検討をさ

せます。ここが大切な場面です。それぞれの画面を一つにしてシナリオ

を作っていくには，重複等の不都合を修正したり流れを修正したりする

必要が出てきます。画面の入れ替えも容易ですから，効果的な発表にす

るための提示方法も協議しながら作ることができます。この過程を経験

することを通して，自分の学びと他の人の学びを融合させ，ひとつのま

とまりにしていく協働作業の大切さを学ぶことができるのです。  
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2.2 授業における情報機器活用（日常指向と未来指向）  

授業づくりの際には，教材研究が大切になります。学習指導要領の示

す目標の達成をめざし，教科書や様々な教材を用いて授業を作り上げて

いくのです。その際，情報機器を活用して教材研究した内容を，授業展

開のどの部分にどのように組み込んで指導していくか。その指導法によ

って，効果はずいぶんと変わったものになっていきます。  

＜情報機器活用は，機械に詳しい先生だけしか実践できませんか＞  

情報機器に振り回されその割にさほど効果を上げていない実践も多く

見られます。また情報機器に詳しい教員が，情報機器に詳しくないとで

きそうにない授業は，非日常的な印象を与えがちです。  

 そこでまず，情報機器を特別な意識せず，日常的な授業で気楽に使う

と視点を変えた実践も広がりを見せてきています。普通教室で日常的な

授業で，どの教員にも手が届く程度の情報機器活用の実践が増えてきて

います。また，実体験への後押しをしたり，追体験をしたりするなど，

意義のある学びになるよう活用方法も考えられてきています。未来を指

向した実践も大切にしながら，「私の学級でもできそう」を増やしてい

く必要があります。  
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誰もが授業で活用できる，簡単活用  

実践例  

①タイマー (ドリルタイム・班別活動 ) 

②挿絵表示（教科書の挿絵やグラフ）  

③手元表示（ミシンの使い方）  

④拡大表示（メスシリンダやものさしの

目盛り読み）  

⑤実物投影機  教科書・ノート等をその

まま表示できる  

⑥マス目を投影して表示，手書きで書き

込む。作文用紙の使い方の指導  

⑦高速低速動画 (太陽の動きと影・水の沸騰 ) 

⑧アニメーション機能 (複合図形・円の面積 ) 

⑨フラッシュカード  

⑩動画で自分の動きをとる (平泳ぎの足，跳び箱 )→模範映像との比較  

⑪算数の解法を説明する  

 情報機器に詳しい教員が必ずしも授業が上手なわけではありません。

教員は授業力の向上を目指した日々の研鑽が必要です。プロジェクタと

実物投影機が使えれば，授業の情報化は８割方合格と考えます。すべて

の教員が実践できるし，ベテランの授業技術が活かせることも利点で

す。しかし，使用する際には十分な配慮が必要です。「実体験をせず，
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バーチャルな情報機器での体験など価値がない。」例えば，理科の実

験・観察をバーチャルのみで実践すれば，知識としてわかりやすく教え

る授業としては効果があるでしょうが，疑問を解決する過程を経験しな

い学びは，問題解決能力の育成にはつながりません。使い方によって

は，追究意欲がわかない授業になることもあるのです。  

情報機器と黒板の長所を組み合わせる  

黒板は，授業が終わった際に課題や教材，子ども達から出た考え，ま

とめなどが関係づけられて表されるという優れた道具です。黒板を使っ

て教えてきた教員の授業を，情報機器活用によってさらによくするとい

う発想で取り組むべきです。たとえば，電

子黒板は，電子的な表示 (写真・動画・グ

ラフ・瞬時の入れ替え等 )が長所です。ま

た，投影した画面は見逃しという点ではデ

メリットですが，逆に見逃してはいけない

と集中する効果もあります。  

将来に向けた先進的な情報機器活用   

 まずは使ってみるからスタートして，新しい情報機器活用法を研究し

ていくことは大切です。情報機器技術は猛烈なスピードで進化していま

す。そして，使い方によっては強い味方になるし，その利用方法を考え

るのも教員の仕事のおもしろさの一つです。  
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英語の会話力育成（情報機器で個別指導）  

AI を備えたロボットやタブレットによる英会話の効果が本物なら，小

中学生の段階からぜひ使わせてやりたいものです。ネイティブな英会話

のできる人材が小・中学校に少ない現状では，有効な手立てとなりそう

です。  

デジタル教科書  

デジタル教科書は，画像や，音声，動画などの資料を豊富にいれるこ

とができます。使用者によって「指導者用デジタル教科書」と「学習者

用デジタル教科書」に分けられます。子ども達が一人一台ずつ持って自

分の勉強の進度・成果を蓄積すれば，それに合わせた，個々人の学習結

果に基づいた学習プログラムを容易に作ることが出来る可能性を持って

います。デジタル教科書は教師用がまず導入されるでしょう。続いて，

子ども達自身が使うことになる本来のデジタル教科書についての普及が

期待されます。タブレット端末が全員の子ども達に配布され，学習した

内容・つまずいているポイント・復習すべき

内容等が，保護者の手元にデータで届け

ば，学校と家庭が一人一人の実態に合った

指導を連携プレイで進めることも可能にな

ります。  

電子黒板  

電子黒板の利用で，さまざまなデータを大きく表示することができる

とても便利のいいものです。使う際には，表示した画面の切り替えで前

の画面は消えてしまうことを考慮する必要があります。この欠点を補う
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ために，黒板に直接記入する板書が大切になってきます。たとえば，国

語の物語を読み深める学習の際には，紙の模造紙に本文を書いて，書き

込みをしながら学習を進めることがあります。これは，前の時間の掲示

物を見くらべながら，学習を進めることができます。これは，現在の教

室でもすぐに使用できるという点からも，アナログの模造紙を使うこと

が有効だと思われます。  

教育用ビッグデータ  

 教育用ビッグデータは，子ども達の学習記録データが蓄積されたもの

です。教科ごとにどのように学びを進めたかがデータ化されます。その

データに基づき個別の目標を設定します。目標は高すぎても低すぎて

も，子どものやる気は高まりません。現在の学びの少し先を目標として

提示することができる利点があります。  

 また，子どものやる気にも一役買いそうです。「やる気がなくなって

いる」「やる気スイッチが入っている」こういったタイミングでは

「人」が励まし応援していく必要があります。また，一緒に学習してい

る仲間ががんばっている様子を感じさせることでもやる気を高めること

ができます。知識・技能の定着にも利用できます。学びの過程と定着の

度合いをビッグデータとして集計し，学びのインターバル，繰り返しの

回数を的確にアドバイスしてくれ，自分の学力の伸びも実感することが

できるようになります。  
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2.3 授業における情報機器活用（情報検索と教材研究）  

＜情報機器教材を効果的に使うための指導案は，どのように作るのです

か＞  

情報機器活用場面を学習指導案の展開に位置づけるための手順を示し

てみます。  

①  学習指導要領をもとに，本単元や本時の目標を確認します。  

②  子ども達の学習内容に関する現状を分析します。（興味関心，学習

の理解度・定着度，学級集団の特徴等）  

③  教科書や副読本をしっかり読み込み，目標達成のため，教材をどの

ように組み立てていくかを考えます。安易にネット上の情報機器教材

に頼らず，基本は教科書です。ただし，教科書に載っていることをす

べて教えると考えてはいけません。あくまで，目標は学習指導要領の

内容を身に付けることです。  

④  展開を考える際には，教師の発問や指示によって，子ども達がどの

ように考え，どのように間違え，どのように動くのかを考えていきま

す。  

 子ども達にとって「説明が見えない」「手順がわかりにくい」「実感

がともないにくい」「学ぶおもしろさがない」等の課題が出てきます。      

そこで，その課題を解決するための手段や素材を探し，教材や教具を工

夫していくのです。それを，授業展開のどの部分でどうやって使うか

は，教員のアイデア次第であり腕の見せ所でもあります。  
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授業展開の困った体験を情報機器で解決  

○  分度器の使い方がよく分からない  

小学校４年生  学習指導要領では，「角の大きさについて単位と測定

の意味を理解し，角の大きさの測定ができるようにする。ア  角の大き

さを回転の大きさとしてとらえること。イ  角の大きさの単位  度につ

いて知ること。」とあります。実際に，電子黒板を使い三角定規を動か

しながら，子ども達の操作で困ってしまう内容を予想してみましょう。  

パターン①分度器の底辺と三角定規

の測定する角と揃えてしまう。  

 

 

パターン②どちらの数字を読むのかわからない。  

子ども達がとまどうことを，教師が事前に検討し，授業の展開を考え

ていくことができます。  

○  平泳ぎがうまく泳げない  

１  平泳ぎのキック  

①  水中でキックする様子は自分では見えない。  

②  正しい泳法が分からない。  

③  指導を受けた後のキックが正しいのか確認できない。  

平泳ぎ足のキックの動画を見せ正しいキックを学び，プールサイドに

腰掛け，足の裏で水を押す感覚を教えていきます。  
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２  平泳ぎの「手と足と呼吸」の動き  

①  手と足と呼吸の動き。  

②  キックをしすぎると前に進めない。体が伸びて休んでいる時が進

む。  

スローモーション動画を見せ，正しい「手と足と呼吸」を学び，地上

でバランスよい泳法を練習した後実際に泳ぎ，体を伸ばしているとき前

に進んでいることを実感させます。  

○  大きな数字に実感がわかない  

税について学ぶ際，日本の借金が 1000 兆円以上と話を

しても，あまりの金額に実感が伴わないことがあります。

１秒ごとにおよそ 100 万円増えていく状況をリアルタイム

財政赤字カウンター (http://www.kh-web.org/fin/)で見

せることによって，事の重大性が身近に感じられるようになりました。

その事実をもとに，税金の大切さを真剣に考えさせる授業を展開するこ

とができます。   
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2.4 授業における情報機器活用（教材研究と授業づくり）  

＜情報機器活用により，本時の目標の達成度は向上するのですか＞  

不思議を追究する学びのおもしろさを体験できる授業  

授業の終わりを知らせるチャイムを聞いた子どもが「先生，もうちょ

っと続きやろうよ」と言う。そんな授業は滅多に出来ませんが，子ども

達には，学びのおもしろさを味わってほしいと常に思い続けていまし

た。小学校６年生社会科で，江戸時代の大阪が商都として発展していた

ことを学ぶ授業で，次のような授業を考えてみました。     

(資料  大阪にある蔵屋敷 (各地の大名の紋が付いている )の絵。蔵屋敷に

米を運び込む絵 )を表示して，大阪の町は豊臣秀吉が大阪城を築き，商人

を集め「天下の台所」と呼ばれるくらいに，日本中から食べ物が集まり

商売の町として発展していました。解説型の授業を従来していました。

教師の説明を聞き，わかりやすい授業にはなったのですが，子ども達に

とって，歴史という教科は覚えることばかりでつらい。そんな感想を持

つ子ども達がたくさんいました。確かに，知識の蓄積ばかりを追い求め

ていくと，探究心や知ることのおもしろさを味わうことはできません。

そこで，この単元の一部に課題解決型学習を取り入れてみることにしま

した。  
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①  まず，この絵のどこに注目してもいいです。「不思議なことをしてい

るなと思うところに○をつけ，その様子をノートに書きなさい。」と指

示を出しました。  

本授業のねらい  

「江戸時代の大阪は「天下の台所」と称され，一大商業地となった」

ということを理解することです。授業の展開に正解はありません。あえ

て言えば目標を達成することができれば正解です。しかし，目標達成の

アプローチ法はさまざまあります。  
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この一枚の挿絵から，いろいろな気づきを出してくれました。入札（い

れふだ），弁当を食べている，左端で何かを食べている。のぞき穴から

のぞく役人，米俵に何かをさしている人（刺し米），ほうきを持つ女

性。何かを食べている。穴からのぞいている。  

「はてな」をもとに課題追究  

 この絵の中には，多くのなぞが隠されています。まず，入札は米相場

といって，今の証券取引所のような仕事の始まりだとされています。ま

た，刺し米や役人は運び込まれる米の検査をしています。しかし，本時

では「ほうきを持つ女性」に注目します。この女性達は，米俵を蔵に運

ぶ際こぼれ落ちた米を集めることを生業としていました。「それで，生

活ができるのか？」と子ども達はもっと「はてな」を大きくしていきま

す。「大阪に集まる米の量は，約 200 万石 3 億トンと，日本中で売りに

出す米の半分近くの量になります。米は現金化され，貨幣が経済を回す

ように変化していきます。大名の持つ大量の米を現金化するために，そ

の量をさばくことのできる大阪に米は集まってきたのです。そのこと

で，より一層商業の町として発展していたことを，より鮮明に学び取る

ことができるよう展開を工夫しました。  

情報機器教材を学習展開に組み込んでいく手順 (具体例 )  

①  学習指導要領の目標を確認します。   

小学校第６学年  社会科  「江戸時代の大阪のにぎわいは，貨幣経済

の隆盛と商人の活躍によってもたらされた。」ことを学びます。  

ここで，今回のテーマである主体的に学びを進めるためには，子ども

達自らの追究意欲にスイッチを入れないといけません。知りたいと思う
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力が大切になってくる。そのことを考慮しながら教材としてふさわしい

資料を探していきます。  

②  教科書をしっかり読み込むことが大切です。  

 主たる教材である教科書の，文字情報・挿絵・グラフ等の解釈を丁寧

に行っていきます。  

③  資料を探索していきます。  

学校の教材室や書籍，インターネット等から資料を探し，教材を手作

りすることもできます。ただし，情報の信憑性を確認すること，公教育

としての信頼性も検討することを確実に取り組んでください。また，教

師として認められている著作権を逸脱していないかについてもきちんと

確認することが大切です。  

④  授業展開を作成していきます。  

 自ら発見する授業は楽しいと思える仕掛けを展開の中に組み込んでい

きます。ただし，あまりに盛りだくさんの内容にしないことが大切で

す。子どもたちが消化不良を起こしてしまうこともあります。教材研究

を深く進めていくと，教えたいことがたくさんになりますから，特に注

意が必要です。  

 問題解決の４つの方法で，子どもが問題発見できる場を作る。  

①  既有経験や既習との「ズレ」を感じさせると，「あれっ，不思議」

と追究が始まります。  

例：小学校第４学年  社会科  先人の工夫を学ぶ単元で，郷土を江戸時

代の先人が手作業で新開を広げていく様子を時代別のアニメーションで
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見せる。土地は海岸沿いから広がっていくのではなく，陸地から離れた

中間点（中州）から広がっていることに注目させる。昔の人たちは，ど

うやって新しく土地を開いたんだろうという疑問を持つはずです。  

②  友達との意見の対立・拮抗で，どちらが正しいか問題意識を高める

ことができます。  

例：小学校第６年生  社会科  税の仕組みの学習時，消費税増税に賛成

か反対かを討論させます。  

③  本物を見たり触れたりする機会を持つと，感動と共に「もっと知り

たい」という思いを持ちます。  

例：小学校第６学年  理科  大地のつくりと変化の学習時，地層を見学

に行くと，興味を持ちもっと調べてみたいがどんどん湧いてきます。   

④  素朴な疑問から課題を作りあげる経験を何度もさせる。  

例：中学校第１学年  技術・家庭「日常食の献立と食品の選び方」果汁

10％のオレンジジュース。実際に果汁に水を加えて飲んでみると，薄く

てとても飲めたものではないと感想を言います。果汁○％には食品添加

物を加えてあることを調べていく過程で気づいていきます。  

「～かな？」「～だろうか？」などの疑問形で表したものを，「～し

よう」と子ども達にとって，追究の必然性につなげていくことが大事で

す。  
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授業における情報機器活用まとめ  

①現場の教員が良く使う情報機器  

１位プロジェクタ，２位実物投影機，３位 PC 次いでデジカメ，ビデオカ

メラ。  

②プロジェクタの使い方  

プロジェクタで投影させたものは，１位教科書・書籍，２位写真，３位

実物や教具ついで動画，プレゼン  

③教科書を大きく映すことの効果  

教科書を教えるのではなく，教科書を使

って教える。教科書の中で何が書かれ，

何が大事で，何が教えにくいか，何が子

どもにとってわかりにくいか。そういっ

たことを教材研究でしっかりと研究しま

す。教科書の要所となるところを大きく

映し出して活用する実践が多く見られま

す。  

④情報機器活用の学習効果比較  

算数科や技術家庭科等で，技能面の実習作業を行わせる際，情報機器

を活用 (実物投影機等 )した授業と活用しなかった授業で授業の時間配分

や教員の発言を分析してみました。情報機器を活用しない場合，子ども

たちの活動中に教師の補足説明がよく入ってきます。「はい，ちょっと

作業やめて。先生の話を聞いて」というシーンです。情報機器を活用し
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た場合，全体の流れが明確になる指示ができ，補足説明が少なくなり，

作業や個別指導の時間を確保することができるようになります。  

発問と指示の両方の授業技術がかみ合って子どもたちの学習活動が成

り立ちます。指示は短く明確に示します。指示は行動を促すのですか

ら，何をすればいいかわかるように言うことが大切です。また，同じよ

うに大切なのが説明です。支持や説明のほとんどは言語によるもので

す。それを補助するものとして資料や実物の提示があります。この資料

の提示にしても「一気に見せる，部分的に提示する」「提示する前の

話」といったふうに考えるべき授業技術はいくつもあるのです。これを

情報機器と組み合わせることによって，より高い効果を期待できると考

えます。  
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2.5 教育の情報化を模擬授業で体験  

模擬授業で教師役となり，デジタルクリッカーを体感してみることは

大変有意義です。子ども役は学生用ソクラティブを使用して予想される

反応を返しながら模擬授業を進めていきます。  

○クリッカーアプリ (SOCRATIVE)の３機能と利用場面  

①  True/False（○×の２択回答）  

②  Multiple Choice（５択回答）  

③   Short Answer（短文回答）と Vote（投票）機能  

 ①の True/False は２択で○×を聞くこともできますし，賛成反対を集

計することもできます。②の Multiple Choice では，５択で回答を選択

させることもできますし，４択のみ記入させて４段階での回答を集める

ことも可能です。③の Short Answer では，回答を文章で集めることがで

きます。これら，３つの機能で集めたデータは①②は棒グラフで電子黒

板等に表示させることができます。③は教師用端末に提出された全員の

意見が表示されます。教師は，その内容をリアルタイムに分析し，展開

に位置づけていくことが可能です。通常の発表では，挙手して指名とい

うチャンスを受けた少ない子ども達だけですが，クリッカーを使うと，

さまざまな意見を全員から集約できるという大きなメリットがありま

す。ただし，みんなの前で指名を受け，意見を言う時の「どきどき体

験」は，これもまた子ども達の力になることは間違いありません。  
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Vote 機能で，意見が出されたものを各タブレットに配信  

Short Answer で提出された全意見を， Vote 機能で学生画面に表示させ

ることができます。各自の端末でそれぞれの意見を確認し，一票入れる

こともでき，得票数も表示されます。これは，手元で学級全員の意見を

見ることができる利点と，他者の意見に対する評価活動を，教師がどう

使いこなすか，アイデア次第で有効なツールになります。  

Exit Ticket を使って，学びを振り返る  

講義の最後に Exit Ticket を提出します。講義終了直後や学んだこと

の定着度を確かめる問題を出題することできるし，質問も記入できま

す。次回以降の講義で，受講生の疑問や意見を講義に反映させることが

できます。また，提出物はデジタル化して評価活動に役立てることがで

きます。学びのポートフォリオとしても活用できます。  

アナログのクリッカーとデジタルのクリッカーを組み合わせる  

 カラーポールについては，教育方法・技術の章で紹介しました。いわ

ゆるアナログのクリッカーです。一方デジタルのクリッカーも簡易反応

具として大変有効です。この２種類のクリッカーを状況に応じて併用す

ると，意思表示や意見交流の活性化が期待できます。授業中に子ども達

が出した意見に対して，その場でフィードバック情報を伝えることがで

きます。これは KR（ Knowledge of Results）情報と呼ばれ，学習者に高

い教育効果をもたらすと言われています。  
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3.1 小中学校における情報教育  

 ＜情報教育と授業における情報機器活用はどう違うのですか＞  

情報教育 (インフォメーデョン  エデュケーション )とは高等学校「情

報」の小・中学校版です。次の三つの内容で構成されています。  

A 情報活用の実践力  

必要な情報を主体的に収集・判断・表現・処理・創造し，受け手の状

況などを踏まえて発信・伝達できる能力。  

B 情報の科学的な理解  

 情報手段の特性の理解と，情報を適切に扱ったり，自らの情報活用を

評価・改善したりするための基礎的な理論や方法の理解。  

C 情報社会に参画する態度  

社会生活の中で，情報や情報技術が果たしている役割や及ぼしている

影響を理解し，情報モラルの必要性や情報に対する責任について考え，

望ましい情報社会の創造に参画しようとする態度  

内容 A,B,C を車社会で置き換え

るとわかりやすくなります。  

  車の運転ができれば便利で

す。その使い方を教えるのが情報

教育の内容ＡとＢ，車を運転する

と交通事故の危険がある，安全な

使い方を教えるのが内容Ｃです。  
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 大きく違うのは，交通事故はみんなが避けようとしている中，偶発的

に起こるのだが，情報社会では，欺いたりだましたりしようとする人間

が危機を作り出すこともあります。  

小学校では，主に「情報活用の実践力」を身につけることが中心で

す。しかし，小・中学生もネットに関係した問題行動や犯罪に巻き込ま

れることが起こっている観点から，情報社会に参画する態度についての

必要性が高まってきています。  

情報教育の系統性  

中学校入学時，いろいろな小学校から来た子ども達の情報機器基本操

作能力に差が大きいので，小学校学習指導要領に基本的な操作について

の指導が記述されています。操作能力の育成は，課題解決型学習（課題

を調べ，まとめて発表する）の時間が最も多い総合的な学習の時間をは

じめ，様々な教科等の学習の中で育成していきます。情報教育担当者

が，校内で年間計画を作成し，全教職員が学校全体として体系的に教育

していく必要があります。  

情報とは  

そもそも情報とは，どのようなものなのでしょう。人が生活する中

で，五感を通して入ってくる伝達内容を，自己分析したものです。現

在，情報教育と聞くと情報機器を連想しますが，そもそも情報とは，物

事の状態をそれぞれの人が自分のフィルターを通して解釈した結果で

す。例えば，せみが鳴いているという事実を，ある人は「うるさい」と

とらえ，ある人は「いよいよ夏だ」ととらえる。情報はとらえ方によっ

て，さまざまな解釈をされる特徴があります。  
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豊臣秀吉が，主君の織田信長の死を知ったのは，敵方の密書を手に入

れたからといわれています。この時，秀吉はこの情報を信じるかそれと

も偽の手紙と見なすか，単独の情報で決断したのでしょうか。一説によ

れば，違う情報源からも同じ情報が伝えられていたといわれています。

これが事実ならば，情報の真偽について，複数の発信源から伝わってき

た内容を照らし合わせる（情報の裏をとる）という方法をとっているこ

とがわかります。伝わってきた内容を，自分なりに分析しその意味づけ

を行う。これが情報なのです。  

他者とのコミュニケーションは，相互の人間関係を大切にすることに

よって深まり，社会性を形成していくことにつながっていきます。自分

の考えや気持ちを相手に正しく伝えるには，相手の考えや気持ちを読み

とり，心と心の共生を図ろうとする態度が欠かせません。人間によって

伝達される情報は，発信者によって切り取られた情報であり，発達に応

じた吟味 (クリティカル・シンギング )が必要であることや，時には悪意

のある情報や未確認情報も含まれていることを事例を通して教えていく

必要があります。  

情報教育と教科との関係  

教科指導で，楽しくわかりやすい授業をするために情報機器を活用す

るのは，「授業における情報機器活用」の範疇に入ります。課題意識の

もと情報を検索し，情報の信憑性について複数の情報を比べたり情報の

発信者を調べたりするなど，インターネット上の情報を鵜呑みにしない  
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ような学習場面を設ければ，情報教育の場面となります。  

このように同じ単元で情報機器を活用しても，活用の意図と場面設定

により，授業における情報機器活用になったり，情報教育になったりも

します。情報教育は子ども達に情報活用能力を育成することが目標であ

り，偶発的に情報活用能力が身についたということでは困ります。情報

教育は意図的・計画的かつ系統的に実践していく必要があるのです。  

課題解決型学習の基礎  

情報教育の内容に，「学び方，写真や図表，文章など学習資料の読

解，思考法や発想法，よりよいコミュニケーションの仕方，情報の取捨

選択と効果的表現の仕方」などがあります。教科教育等における子ども

達の学力を下支えする基礎ともいえる教育内容です。  

知識基盤社会  

知識基盤社会とは「新しい知識・情報・技術が政治・経済・分化をは

じめ社会のあらゆる領域での活動の基盤として飛躍的に重要性を増す社

会」です。知識基盤社会の特徴は，①知識には国境がなく，グローバル

化が一層進む。②知識は日進月歩であり，競争と技術革新が絶え間なく

生まれる。③知識の進展は旧来のパラダイムの転換（固定観念が覆され

る）を伴うことが多く，幅広い知識と柔軟な思考力に基づく判断が一層

重要になる。④性別や年齢を問わず参画することが促進される。従来，

「知識は一生もの」と言われてきましたが，変化する内容や予想してい

なかった新しい物や事が発生する時代を迎えています。  
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3.2 情報教育 (情報活用の実践力・情報の科学的理解 ) 

＜情報教育は現代版「読み書きそろばん」なのですか＞  

学校教育で扱う意義とそのあり方  

スマートフォンは小さなコンピュータです。爆発的に流行し多くの人

が使っていますが，そこでやりとりされる情報にはどんな特性があるの

か，科学的理解は不十分なままです。もう少し踏み込んで言えば，学校

も保護者もほとんど教育していない，すなわち免許証のない車社会のよ

うな状態になっています。  

我々は，他者とのコミュニケーションを通して，人間関係を構築し社

会性を形成しています。人間の認知特性を知ることにより，誤解を回避

することができます。自分の考えや気持ちを相手に伝えるため表現を工

夫し，相手の考えや気持ちをどう読みとるのか。そのことによって，他

者の心との共生ができるのです。情報機器がそこに加わることや影響も

含め，今後情報教育の重要性はどんどん高まってきています。  

情報活用の実践力とは  

情報活用の基礎：コンピュータの起動終了，キーボード・マウス。ソ

フトの起動終了。電子ファイル保存と整理。インターネットの閲覧，電

子メールの送受信。それらの目的の応じたソフトウエアの選択。など基

本的な扱い方を学びます。  
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発達段階に応じ，一見同じように見える内容

を理論的に整理し，スパイラルに教えている

イメージです。  

「買いたい物の必要感と金額の比較で購入

品を決める」を例にすると，小学生であれ

ば，商品に求める価値項目と自分自身にとっ

ての優先順を決め，それぞれに配点を単純に

入れていきます。高等学校では，自分にとっ

て価値ある項目に配点を多くするよう，重み

付け理論を教えていきます。  

 教科等の目標と情報教育の目標との関係  

小・中学校には，高等学校のような「情報」という教科はないので，

各教科等で扱うことになります。国語科，図画工作科，美術科，技術家

庭科（情報に関する技術）の中で，情報教育と重なる内容がある場合

や，総合的な学習の時間の内容として情報教育を設定している場合は，

教科等と情報教育の目標は同一となります。しかし，多くの場合，教科

等の目標と異なるものとなります。  

①  教科等と情報教育の目標が異なる場合は，教科等の目標が先  

 教科等の授業で情報教育を行う場合，教科等の目標達成を目的とし，

情報教育の目標はその達成のための手段として授業をデザインします。  

②  教科等の目標と同一の場合（道徳など）  

 学習指導要領で規定されているよう記述します。  
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目標は具体的に示すことが重要です。例えば，図工科で「相手に伝わ

りやすいように，ポスターの描き方を工夫することができる」では，目

標が抽象的です。教師がめざすことが不明確だと支援も曖昧となり，子

どもたちは，活動はしているが高まりや学びがない「はいまわる」授業

となる可能性があります。先ほどの文章を「相手にメッセージが伝わり

やすいように，絵の構図と文字の配置，文字の大きさ，文字色と背景色

の組み合わせなどを工夫して，ポスターを描くことができる」構図や配

置，文字の大きさをコンピュータでいろいろ試してみて，その効果を活

かした絵を自ら手描きすることで目標へのアプローチができます。  

またその際には，特定のソフト・ハードに依存せず，情報メディアに

柔軟に活用できる応用力，非情報機器情報メディアも特性に応じて活用

できる力が必要です。  

授業における情報機器活用でも触れましたが，理科など，実体験で学

ぶべきところを情報機器のみでわかったつもりにさせる授業を安易に行

ってはいけません。例えば，理科の授業「星の明るさ，色，星の動き」

では，どのように情報機器を活用し，その際どのように子ども達に話を

するか。情報機器を活用することで，実体験（夜空を安全に観測）して

みたいと意欲を後押しすることが大切です。  

授業での実践例  

総合的な学習の時間は情報活用スキルの育成に適しています。しかし

総合的な学習の時間のテーマに「情報スキル教育」と名づけた授業が必

須というわけではありません。どのようなテーマであれ，情報活用は必

要であり当然取り入れる内容となっています。  
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まずは，素材発掘。総合的な学習の時間では，「地域のよさを見直

す」単元が，多くの学校で取り組まれています。まずは，地域を歩いて

みることです。「あれ？」「なんだろう？」そう思ったものを，どんど

ん記録に残していきます。家庭訪問をしながらでも，おもしろそうな素

材はいくつも見つかります。  

機器操作スキルの育成 (キーボードによる入力の仕方，ワープロソフト

やブラウザの操作方法等 )と，情報活用能力の育成（情報収集・処理・自

分の言葉で発信 )地域の人たちの実際の営みと結びついた学びと実践的な

情報活用スキルを身につけることができます。  

また，総合的な学習の時間は，教科等で学んだ学習を教科の枠を越え

て学びを広げることも，特徴の一つです。小学校第５学年社会科の目標

は，「社会事象を具体的に調査し，地図，統計など各種の基礎的資料を

効果的に活用する」や，理科の「観察実験でさまざまな情報を手にする

が，数値を処理したり，グラフ化したり，あるいはそれらを総合的に考

察したりして，自分の考えをまとめ表現する」など，学習指導要領で

は，この学術的情報活用スキルは，目標の中の「技能・表現」に関わる

部分に位置づけられています。  

 この時に気をつけなければいけないのは，情報の質です。情報が教科

学習に期待される論理，つまり思考，判断力を伸ばすために適切である

かどうか，きちんと見極める必要があります。  

情報教育と授業における情報機器活用  

情報教育と授業における情報機器活用は，基本的に分けて考えるべき

です。情報教育は「情報活用の実践力を中心に育成していくもの」であ
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り，情報機器活用は「教師がわかりやすい授業を展開するために行うも

の」と分けて考え，どちらかをすれば，どっちもやったことになるわけ

ではないと心に留めておきましょう。  

低学年においては，コンピュータリテラシーの育成を目指し，年間 10

時間程度。中・高学年では 35 時間程度扱う学校が多く見られます。  

情報の科学的な理解  

小学校段階では，コンピュータ等の各部の名称や基本的な役割，イン

ターネットの基本的な特性（情報セキュリティ対策の必要性を含む）に

ついて，理解させるようにします。また，情報を活用した実践の中で，

その過程や成果を振り返ることを通して，適切な方法で情報を収集する

ことができたか，わかりやすくまとめたり発表することができたか。情

報モラルに配慮することができたか等を評価し改善していくという方法

を理解させるようにするとあります。自らの学びの過程を見直し，改善

していくことを指導していく必要がありますが，小学校段階ではあまり

難しいことに踏み込む必要はないと考えます。  
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3.3 情報教育 (情報社会に参画する態度 ) 

＜情報教育ぬきで心の教育を語ることができない！＞  

情報の特性  

情報は，受け手の頭に浮かぶ抽象概念です。水は英語でウォーターで

すが，湯もウォーターです。日本語の「水と湯」との境界線は曖昧であ

り，その境界は恣意的（確たる証拠がない）にひかれています。幼児と

話すとき，話がうまく通じないことを経験したことがあると思います。

その際，その場の状況で補いつつ意味をとらえようとしますね。また，

同音異義語の場合アクセントや前後の内容から意味をとらえることもで

きます。文字情報だけだと，話し言葉と同じように伝わりにくいことを

学ぶ必要があるのです。  

情報教育（情報安全教育）  

文字情報で伝えると，日常会話で話している内容でも，友達を傷つけ

てしまうことがあります。また，情報安全という面からは，サイトやメ

ールを通して知りあった相手の名前や性別・人格等は確かめようがな

く，出会い系サイト等の危険性も発達段階に応じて教える内容となりま

す。小学生への指導で，誘拐犯から身を守る方法を教えるのに似ていま

す。例えば，「お父さんが大けがをした。会社の同僚だが，すぐに病院

に行くので，乗っていきなさい。」に対しては，「分かりました。まず

電話でお母さんに確認をとります。」といって，その場から離れるよう

指導します。もし，相手が本物なら逃げたりはしない。こうした非常事  
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態の危機感を悪用した犯罪者もいることを小学校では教えています。  

現在， SNS を使ったいじめ等様々な問題点がメディアで報告されていま

す。新聞には，１８歳未満のスマホを悪用した被害が最多になったとい

う記事が出ていました。 ID を公開にしたことによって事件に巻き込まれ

ることもあります。  

人は，不思議な特性を持っています。他の人から自分がどう評価され

ているのか，とても気になるのです。ただ，一つの事を実行すれば，そ

れに賛成する者も反対する者も必ずいます。また，冷やかしやねたみと

いった負の心理状態は誰もが持っているのです。「情報」とは，一つの

事実に対して，いろいろな人，いろいろな感情で評価をされて初めて

「事実」→「情報」に変わっていきます。この過程においては，人の見

方の違いや，感情が入り込んできていることをしっかりと理解すること

が必要なのです。「情報」は，時には人の心をひどく傷つけることもあ

ります。「情報」の成り立ちをしっかり学ぶことによって，「人によっ

ては，そんな受けとめもあるんだ。」「自分だって，他の人の大成功を

ねたんだりする心がある。自分への評価も，そういった人間特有の気持

ちから発したものなのだ。」と，「情報」をゆるやかにとらえる心を育

てることも必要です。  

情報安全教育は，降雪地帯に行く時の専用の防寒用着にたとえられま

す。多くの情報の中で攻撃性を持つ内容に接するには，心の防寒着を着

用すべきです。 SNS 等で情報を受け取る際，その受け取り方を学び準備し

ておくことが必要です。例えば，マニュアルと詩は同じ文章ですが，読  
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み手はその違いをよく理解して読んでいくことが必要です。マニュアル

は，誰が読んでも同じ意味にとらえられるよう説明してあります。一

方，自由詩や抽象画の鑑賞のように，自ら意味を探りながら読むことを

楽しむものもあります。受け手は，情報の特性を知り，他者からの言動

の根底にある精神状況を理解することにより，内容を楽に受け止め心を

傷つけにくくすることが必要なのです。「自分を一番傷つけているのは

自分」ということをよく理解しておくべきです。例えば，メールを送っ

たのに返事が来ない時，「私は嫌われている」と考えずに，「返事がで

きないほど忙しいんだ。」と，ゆるやかな気持ちで過ごすことの方が，

自分にとって幸せなのです。小中学生に教える際には， SNS やメールで発

信者になる際は，深読みされることを想定してから発信すること，また

受信者になる際には，深読みがせずにそのままの内容を受け取ることが

大切なのです。  

建設的な思考の醸造  

人間は，他者とのコミュニケーションを通して，人間関係を構築し社

会性を形成しています。人間の認知特性を知ることにより，誤解を回避

することができるようになります。自分の考えや気持ちを相手に伝える

ため表現を工夫し，相手の考えや気持ちをどう読みとるか。そのことに

よって，他者の心との共生ができるのです。情報機器がそこに加わるこ

とや影響も含め，今後情報教育の重要性はどんどん高まってくると思わ

れます。  

現在の「情報の急速な発展」に対し，生命体としての人の脳は大きな  
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進化を遂げているとは考えられません。インターネットは 1990 年代後半

から徐々に利用されはじめ数年で一気に普及しました。スマートフォン

等の情報機器も同様に短い期間に一気に普及していきました。このよう  

に，普及のスピードが早いものは，現在の情報機器の扱い方だけを学べ

ば事足りるわけではなく，その基本となるべきものを学び，時代の変化

と共に新しいものを生活の中で活用することが求められるようになって

きました。生涯学びを続け，よりよい生活に結びつけることを目指し

て，充実した生活を送るために大切な学習内容なのです。  

情報化の光と影  

孤立と孤独と自立，人が一人でいる状態を思い浮かべますが，孤立

は，「一人で内に意識を向けている状態」，孤独は「一人だが外にも意

識を向けている状態」，自立は「他人と関わりを持ちながら内に意識を

向けている状態」といえます。今， SNS で若い人を中心に多くの人と人が

つながっている状態です。これは，生物学的に見た人間にとって，初め

て経験する環境なのです。多くの長所を持つ代わりに，心を大きく傷つ

けることにつながることも起きています。道徳教育というのは，道徳科

だけを指すのではありません。学校生活全ての教育活動の中で，身につ

けていくべき事なのです。このことについて，学んでいきます。  

情報を生活に生かすためには，その実践力を身につける必要がありま

す。また，「情報とは」「情報のもつ特性とは」を知っておくことによ

り，情報とのつきあい方がほどよいものになるのです。また，影の部分

を知ることにより，自他の安全を守ったり，ほどよい距離感を身につけ  
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たりすることができます。  

情報を科学的に理解することと，情報社会に参画する態度の育成  

情報を科学的に理解することによって，「情報」本来の姿を理解する

ことができるようになります。またそのことによって，自他の社会生活

に「情報」を活かし，情報に振り回されることなく生きていくことがで

きるようになります。また，「情報社会」という，新しい概念の社会の

中で，豊かに生きていくための方策についても身につけることができる

のです。  

主体的に判断する  

まず，主体性とは何でしょうか？主体性のイメージとしては，自分の

考えに基づいて他人の考えに流されない。外部からの影響を受けながら

もおおむね自分の意志に基づいて判断や行動ができるという実感がもて

る状態を指します。外部からの影響を遮断することは主体性の基盤をも

危うくするのです。情報社会とは，メディアの影響を受け，個人の主体

性ができ，その主体性によって編成される社会でもあります。メディア

が行っていることは常に正しいわけではありません。これはメディアか

らの影響に無防備であることへの警告でもあります。しかし，主体性は

外部からの影響があって初めて形成されるということからすれば，「情

報社会をよりよく生きる」とは，外部からの情報を完全に遮断し，自分

の考えを決定することではありません。なぜなら，価値観すなわち価値

を計る物差しは常に外部から学ぶものなのだからです。価値観の違う相

手との接触が価値観の変動の可能性を生むのです。情報社会の中でより  
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よく生きるとは，メディアとの接触体験をいかに自らの主体性の肯定的

変化に結びつけるか，もちろん他の様々な社会的つながりも不可欠で

す。主体性は常に未完成であると考えられます。例えば，ブログの書き

込みを見て反感や共感の感情がわいたとき，また新たに主体性の再構築

が起きているのです。高度情報通信社会の恩恵は，コミュニケーション

の在り方を変えています。かつては研究目的であったインターネットを

民間に開放したのは 1990 年代です。その後爆発的に普及してきました。

これまで，情報発信ができるのはマスメディア等一部の人に限られてい

ました。日本国憲法第２１条第１項集会結社及び言論出版その他一切の

表現の自由はこれを保障する。とある条文も，前提はマスメディアを想

定したものでした。現在，ネット上で無責任な情報が簡単に発信できる

ツールを気軽に手にした我々は，他人を誹謗中傷した情報・詐欺的行

為・著作権を侵害した内容の発信が匿名で可能になったことをしっかり

自覚し，情報社会に参画する態度の育成を進めていく必要があります。  

大人が知らない SNS の実態  

 スマートフォンの爆発的な普及に伴い，小中学生にとっても SNS は今

や必要不可欠なコミュニケーションツールとなっています。しかし， SNS

でのやり取りが発端となった凶悪事件やいじめが後を絶たない中，保護

者や学校関係者の危機感は募るばかりです。近畿２府４県の教育委員会

や自治体，警察本部は，全国初の連絡会議を発足させ，その総会で座長

はこう指摘しました。「知らないのは大人だけ。問題は日々変化してい

る」。このショッキングな言葉を，保護者や教育者は重く受け止めるべ

きだと考えます。  
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 スマートフォン利用は，小学４年生がスタートになることが多いと言

われています。学童保育が小学３年生で終了し，野球やサッカーなどの

クラブ活動や学習塾通いが始まるのがスマホを持つ一つのきっかけだと

いわれています。しかも，最近の学校現場では，クラブ活動の連絡網も

SNS で代替しているところが多く，「もはや必要不可欠なツール」となっ

ているのが実情です。  

 だが， SNS を発端とした凶悪事件やいじめなど，深刻な事態に発展する

ケースが相次いでいます。いずれも発信が社会に及ぼす影響やプライバ

シー保護について，責任はとても大きいものとなります。各自治体で小

中学生のＳＮＳのガイドラインを策定したり，生徒会等が自らルール作

りをしたりして取り組みを進めています。  

「情報モラル」の指導の留意点   

家庭・地域との連携。情報モラルは，保護者がこれまで学んだことも

ない新しい概念や知識を含むため，当面学校が中心となって指導を行っ

ていく必要があります。その際，どのような指導をしているのかを保護

者や地域の方々に知らせ，理解や協力を得ることも大切です。  
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4.1 校務の情報化  

＜多忙はいやだけど，充実した忙しさならやりがいになる！＞  

忙しい職場  

日本の教育現場の忙しさは，国際的な調査においても明確になってい

ます。欧米がいつも優れているわけではありませんが，欧米の教育より

絶対的に成果を上げていると胸を張ることができないなら，学ぶべきこ

とはあると思います。特に，小学校では事務時間，中学校ではクラブ活

動の時間が長いという結果が出ています。  

校務の情報化が必要とされる背景  

小学校の教員にとって子ども達と遊ぶのは，とても大切なことです。

「看護士と同じように教師の仕事は，感情労働だ」と言われています。

感情に接する仕事は，日常のたわいもない話を繰り返したり，一緒に遊

んだりしているうちに，心の奥底にある本当の感情に接することがあり

ます。「ええ？今の教員は多忙で，そんな時間とれないのでは？」と，

思われるかもしれません。そうです。結構忙しいです。でも，それは教

員だけではありません。どの職業も忙しいことに変わりないのです。教

員の忙しさの中で，充実した忙しさなら望むところです。しかし，疲れ

果てる忙しさは問題です。「子どもと関わる」ことが一番の内容になら

なければ意味がないのです。  

「コンピュータ等の情報機器の扱いを習得し，先生はコンピュータに

向かう時間を最低限にすること。」このような姿を目指して欲しいと思

います。子どもたちとの触れ合いを増やし，教育の本筋に力を注ぐこと  
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ができる。そのために情報機器があるとさえ考えています。その内容

が，「校務の情報化」です。  

教師の一日  

予算に限りがあるように，時間も無制限にあるわけではありません。

時間の使い方を見直すことにより，情報化が効率化を生んでくれる内容

も見えてくると思います。  

情報機器の支援で効率化できる仕事  

教育現場

で先生たち

が忙しくし

ていた場面

を書き出

し，これら

を二つに分

類してみま

した。一方

は，教師と

しての人がしなければいけない内容。もう一方は，情報機器の力を借り

ると効率化ができそうな内容です。情報機器活用能力を高めていくこと

で，人がするべき仕事にしっかりと力を入れることができるようになり

ます。  
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4.2 「校務の情報化」具体的な方法  

＜情報事故防止策で，安心安全な効率化を進めましょう＞  

忙しくなると，睡眠時間が十分に取れなくなることもありますが，睡

眠は寝だめといった貯金はできません。しかし，情報機器で時間の貯金

はできます。細切れの時間を少しずつ積み重ねて，忙しい時期を乗り切

ることが大切です。  

①１日・１週・１年の校務を配置する。  

１日の校務配置  

始業前・空き時間・授業終了時にするべき校務を配置します。最後に

残すのは，持ち帰り可能な校務です。ただし，個人情報等の持ち出しは

不可ですから，町中で落としても大丈夫なデータ（個人情報の入ってい

ない学級通信等）のみとなります。  

１週間の校務配置  

学校の時間割は週を基本に組んであります。他の先生が受け持つ授

業，出張がある曜日，週案の提出日等です。そこに，毎週行う校務を定

型的に組み込んでおきます。  

１年間の校務配置  

３学期制の学校の繁忙期は７，１２，３月です。この時期は，成績を

提出する時期です。余裕があるのは長期休業中です。この長期休業中に

時間の貯金をしておくのです。夏期休業中に２学期全部の週案作成し，

冬季休業中に３学期全部の週案を作成していきます。この時，前年度の  
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同学年を受け持った先生に，週案を見せてもらうと参考になることが多

くあります。  

②進行管理  

校内で提出期限が発表されたら，自分なりの提出日を決めます。私の

場合，だいたい２日くらい前に設定していました。そうすることで，突

発的な出来事にも対応することができるようになるし，心の余裕もでて

きます。また，決済システムを導入している学校では，余裕を持って提

出しないと出張等で，決済が遅れるということも考慮しておく必要があ

ります。  

③学校向けグループウエア  

グループウエ

アが導入され

ている学校も

徐々に増えて

きています。

例えば，次週

の授業予定を

立てる際に

は，特別教室

を予約する必

要が出てきま

す。通常，理

科室や体育館などは特別教室配当計画が作られ，優先的に使える時間が

学校向けグループウエア  ミライム  
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決められています。しかし，そのクラスが使用しない場合や配当学級が

ない場合，他のクラスが利用できます。今までは，配当された学級の先

生に直接確認をとる必要があり，時間のかかる作業でした。学校向けグ

ループウエアで施設予約や教職員間の連絡でも使うことができます。会

議資料や伝達文章も電子データでペーパーレスにする学校もだんだん増

えてきています。  

④ TODO アプリや情報機器コンシェルジュの活用  

「あれもこれもしなくちゃならない」頭から離れないというのはよく

ある話です。するべき内容を何度も繰り返し思い出し，頭から離れなく

てぐったりしてしまうのです。進捗状況の管理は情報機器に任せ，頭脳

を働かせるのは創造的な仕事を中心にしていくべきです。  

マッピングツールを使った業務管理  
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多忙化の一つの原因となる情報機器関係のトラブル  

①保存していたデータが消えた  

ハードディスクや USB は消耗品です。時には，壊れる前兆なしに使え

なくなることがあります。そうは言ってもあきらめる必要はありませ

ん。市販のデータ復元ソフトで復活できることもあります。ただ確実に

復活できるとはいえません。日常的に別のハードディスク等にバックア

ップをとっておくことが大切です。通常ノートパソコンは一台の HD が入

っていて，それを二つのドライブがあるかのようにソフト的に操作して

います。ですから， HD が壊れてしまえば， C ドライブのデータを D ドラ

イブに二重保存していても，同時に壊れてしまいます。 C ドライブと別に

D ドライブに HD を用意しておき，コピーをとっていきます。  

②保存せずに閉じてしまった  

最新のワードやエクセルには，名前をつけずに保存したり，保存せず

に閉じてしまったりしたファイルを元の状態に戻してくれる機能があり

ます。その方法を覚えておく必要はなく，ネットで調べその通りに設定

すれば誰でも簡単に使用できます。  

HD のバックアップ，サーバデータのバックアップ  

万が一の時には，一度消したファイルを復元するためのソフトもあり

ます。消したと思って安心していたファイルも，完全消去はできていな

いということも理解しておくべきです。使い終わった PC を廃棄する際に

は，ゴミ箱から消去したデータも復元される恐れがあることを知ってお

くべきです。  
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①ファイルのバックアップ  

まず，各自一台のノート PC はほとんど普及しています。各自が作成し

たファイルは，職員室に設置してあるファイルサーバに保存されること

が多いようです。各自のノート PC の C ドライブや D ドライブに保存して

おけば，便利はいいのですが，学校の運営規定で禁止している学校も多

くあります。（ノートパソコン本体の盗難時，個人情報流失防止のた

め。成績入力用には専用のＰＣを用意し，毎日金庫保管の USB で対応し

ている学校もあります）しかし，ファイルサーバとしての機能は不十分

なものが多いようです。例えば，ファイルサーバは①壊れにくいハード

設計（温度管理・電源管理）②壊れた場合の補填機能（サーバのデータ

を常にバックアップをとっておくような設定。）③盗まれにくい設計  

などが要求されます。しかし，ミラーリングをしていない状況で，ハー

ドディスク等が壊れた場合，全てのデータが消えてしまうこともあり得

ます。バックアップはとても大切です。しかし，そのバックアップした

ハードディスク等をどこにしまっておくのかを考える必要があるのです

（例えば，金庫の中）。ハードディスクは，突然壊れることも多いの

で，壊れることを前提に対策を十分に練っておく必要があります。  

報漏洩防止  

学校情報セキュリティポリシーなどで，情報セキュリティ対策の目的

や原則を定め，学校にある情報を脅威から守るための具体的な対策基準

を示している自治体が多くあります。  
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校務用データの保存はサーバに入れる  

特に個人情報が入っているものは，暗号化して保存しましょう。ま

た，サーバにアクセスさせないよう各職員用 PC は，認証 USB を指さなけ

れば，起動後すぐシャットダウンするような仕組みを導入している自治

体もあります。しかし，次のような問題点があるのも事実です。  

①  持ち込み PC や iPad 等タブレット等の扱い（ウイルス，情報管理）  

②  学校用 USB ではない個人用 USB の使用。  

③  サーバ運用（レイドシステム・サーバ盗難）  

④  授業のために持ち込んだ際の PC の管理  

⑤  職員室に入室した子ども達や保護者が配布物や画面で情報が漏れ

る。等々  

対策  

①  パスワード付のファイル保存  

 例えば，校長機は丸秘のデータや教育委員会から校長のみに連絡され

る内容の通知等も入ってきます。しかし，校長が留守の際には，教頭が

校長機を操作して通知を受け取る必要が出てくる。その際，校長のみが

扱う必要のあるデータ等，パスワードをつけて守る必要があります。  

②  フォルダ管理のルール徹底  

各学校でルールを決めている場合もありますが，詳細については各教

員に一任されることもあります。教員の仕事はルーチンワーク的に毎年

繰り返す業務が多いので，フォルダ名は○月というように時系列で作る  
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と探すのに便利です。一年のうちでトピック的に行うものについてはそ

の内容でフォルダを作成し分類して管理するが，いずれも他の教員と共

用が容易なように運用ルールを考えていくべきです。  

成績管理について  

自宅に持って帰っては絶対にいけない情報  

 子ども達の個人情報が入ったデータや書類を紛失してしまうと，たい

へんなことになります。成績を打ち込んだ表計算のファイルを保存した

USB を紛失した場合，自らの対応を想像してみてください。そのあわてふ

ためく自分を思い浮かべながら， USB に入れて持ち歩いてはいけないデー

タをはっきりと区分けしていきましょう。普段持ち歩く USB メモリの中

身は最低限のものにしておく必要があります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



80 

 

 

5.1 教育の情報化の実践  

＜情報機器，教育現場の様々な場面で活用＞  

特別支援教育における教育の情報化  

通常学級にも特別な支援を必要とする子ども達が６． 5％在籍している

という報告があります。障害の状況や発達段階に応じ，一人一人の教育

的ニーズが違います。情報機器を使ってその教育的ニーズに応じること

を，アシスティブ・テクノロジーといいます。例えば，紙の教科書で

は，学習に支障がある子ども達にとって，デジタル教科書はとても有効

です。①白黒反転で黒字に白文字を表示し，まぶしさを感じる子どもに

対応します。②強調表示で，どこを読んでいるか見失うことが少なくな

ります。③総ルビで，漢字の読みに抵抗のある子どもも安心して読むこ

とができます。④読み上げ機能で，視覚的な障害のある子どもの内容理

解を助けます。⑤リフロー機能で，文字の大きさに合わせてレイアウト

を最適化してくれます。一例として，デジタル教科書をあげてみました

が，さまざまな活用法が研究されています。  

学校図書館と情報機器活用  

学校図書館は，読み物をする機能と学習センターとしての機能が求め

られています。 1998 年当時勤務している小学校に研究用としてインター

ネット専用線と，ノートパソコンを導入しました。まず読み物系の図書

室と，図鑑や分野別（社会科・理科等の学習内容にあわせた本）の本を

集めた調べ学習室という二つの部屋に分けました。そして，調べ学習室

には，インターネットが常時使えるよう，机に一台ずつノート PC を配置

して学習環境を整えていきました。調べ学習室にある本の情報は，小学
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生の学習内容にあわせわかりやすくまとめてある点がよいのですが，同

じ本を人数分そろえることはできません。電子ブックのようなものへと

発展すればより充実した学習環境になることでしょう。今後よりいっそ

う，学校図書館と情報教育の連

携が必要となってきます。学校

図書館は，読書活動と調べ学習

の拠点という両方の役割があり

ます。  

プログラミング教育  

 学習指導要領（平成２９年改

訂）で，プログラミング教育の必

修化が書かれています。プログラ

ミング教育を通じて育成すべき資

質・能力は，「プログラミング的

思考」であるといわれています。

これは，物事の手順を知り，その

手順を踏むとうまく解決できると

いった，論理的に考えていく力を意

味しています。新しい教科ができるわけではなく，情報教育と同じよう

に各教科の中で実践していきます。その内容や取り組みについては，各

学校の独自性にゆだねられています。とりわけ難しいプログラミング言

語を覚える必要も教える必要もありません。  

文部科学省 HP 

調べ学習室  本＋ネット端末  
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資料   

１  学習指導要領における「教育の情報化」  

 教育の情報化について，学習指導要領の総則を見ると，その扱いが明

確にわかります。平成 20 年告示のものと平成 29 年告示のものを比べ

て，その内容を見れば，基本的な操作・情報モラル・活用能力の育成す

ることは継続して取り組み，①情報活用能力を育成し，主体的・対話的

で深い学びの中で活用の場面を設けること。②論理的思考力を付けるた

めにプログラミング学習を取り入れること。が新たに加わっています。  

学習指導要領  総則  情報について  

第１の２  教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成   

各学校においては，児童の発達の段階を考慮し，言語能力，情報活用能

力  (情報モラルを含む。 )問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資

質・能力を育成していくことができるよう，各教科等の特質を生かし，

教科等横断的な視点から教育課程の編成を図るものとする。  

第３の１ (1) 第１の３の (1)から (3)までに示すことが偏りなく実現され

るよう，単元や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら，児童の

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を行うこと。   

特に，各教科等において身に付けた知識及び技能を活用したり，思考

力，判断力，表現力等や学びに向かう力，人間性等を発揮させたりし

て，学習の対象となる物事を捉え思考することにより，各教科等の特質

に応じた物事を捉える視点や考え方 (以下「見方・考え方」という。 )が

鍛えられていくことに留意し，児童が各教科等の特質に応じた見方・考

え方を働かせながら，知識を相互に関連付けてより深く理解したり，情
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報を精査して考えを形成したり，問題を見いだして解決策を考えたり，

思いや考えを基に創造したりすることに向かう過程を重視した学習の充

実を図ること。  

第３の１ (3) 第２の２の (1)に示す情報活用能力の育成を図るため，各学

校において，コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段を活

用するために必要な環境を整え，これらを適切に活用した学習活動の充

実を図ること。また，各種の統計資料や新聞，視聴覚教材や教育機器な

どの教材・教具の適切な活用を図ること。   

あわせて，各教科等の特質に応じて，次の学習活動を計画的に実施する

こと。   

児童がコンピュータで文字を入力するなどの学習の基盤として必要とな

る情報手段の基本的な操作を習得するための学習活動   

児童がプログラミングを体験しながら，コンピュータに意図した処理を

行わせるために必要な論理的思考力を身に付けるための学習活動  

第３の１ (7) 学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り，児童

の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善に生かすととも

に，児童の自主的，自発的な学習活動や読書活動を充実すること。ま

た，地域の図書館や博物館，美術館，劇場，音楽堂等の施設の活用を積

極的に図り，資料を活用した情報の収集や鑑賞等の学習活動を充実する

こと。  

第４の１ (4) 児童が，基礎的・基本的な知識及び技能の習得も含め，学

習内容を確実に身に付けることができるよう，児童や学校の実態に応

じ，個別学習やグループ別学習，繰り返し学習，学習内容の習熟の程度
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に応じた学習，児童の興味・関心等に応じた課題学習，補充的な学習や

発展的な学習などの学習活動を取り入れることや，教師間の協力による

指導体制を確保することなど，指導方法や指導体制の工夫改善により，

個に応じた指導の充実を図ること。その際，第３の１の (3)に示す情報手

段や教材・教具の活用を図ること。  

第６の２ (2) 話や文章に含まれている情報の扱い方に関する次の事項を

身に付けることができるよう指導する。ア  共通，相違，事柄の順序など

情報と情報との関係について理解すること。  

国語〔第３学年及び第４学年〕２  内  容 (2) 話や文章に含まれている情

報の扱い方に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。    

ア  考えとそれを支える理由や事例，全体と中心など情報と情報との関係

について理解すること。  

国語〔第５学年及び第６学年〕２  内  容 (2) 話や文章に含まれている情

報の扱い方に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。   

ア  原因と結果など情報と情報との関係について理解すること。    

イ  情報と情報との関係付けの仕方，図などによる語句と語句との関係の

表し方を理解し使うこと。  

国語  第３  指導計画の作成と内容の取扱い  ２  ウ  第３学年における

ローマ字の指導に当たっては，第５章総合的な学習の時間の第３の２の

(3)に示す，コンピュータで文字を入力するなどの学習の基盤として必要

となる情報手段の基本的な操作を習得し，児童が情報や情報手段を主体

的に選択し活用できるよう配慮することとの関連が図られるようにする

こと。  
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(2) 第２の内容の指導に当たっては，児童がコンピュータや情報通信ネ

ットワークを積極的に活用する機会を設けるなどして，指導の効果を高

めるよう工夫すること。  

社会  〔第５学年〕１目標  社会的事象の見方・考え方を働かせ，学習

の問題を追究・解決する活動を通して，次のとおり資質・能力を育成す

ることを目指す。   

我が国の国土の地理的環境の特色や産業の現状，社会の情報化と産業の

関わりについて，国民生活との関連を踏まえて理解するとともに，地図

帳や地球儀，統計などの各種の基礎的資料を通して，情報を適切に調べ

まとめる技能を身に付けるようにする。  

(4) 我が国の産業と情報との関わりについて，学習の問題を追究・解決

する活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。   

ア  次のような知識及び技能を身に付けること。放送，新聞などの産業

は，国民生活に大きな影響を及ぼしていることを理解すること。   

大量の情報や情報通信技術の活用は，様々な産業を発展させ，国民生活

を向上させていることを理解すること。   

聞き取り調査をしたり映像や新聞などの各種資料で調べたりして，まと

めること。   

イ  次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。   

情報を集め発信するまでの工夫や努力などに着目して，放送，新聞など

の産業の様子を捉え，それらの産業が国民生活に果たす役割を考え，表

現すること。   
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情報の種類，情報の活用の仕方などに着目して，産業における情報活用

の現状を捉え，情報を生かして発展する産業が国民生活に果たす役割を

考え，表現すること。  

３内容の取扱い  

イの (ｱ)及び (ｲ)については，消費者や生産者の立場などから多角的に考

えて，これからの工業の発展について，自分の考えをまとめることがで

きるよう配慮すること。   

(4) 内容の (4)については，次のとおり取り扱うものとする。   

アの (ｱ)の「放送，新聞などの産業」については，それらの中から選択し

て取り上げること。その際，情報を有効に活用することについて，情報

の送り手と受け手の立場から多角的に考え，受け手として正しく判断す

ることや送り手として責任をもつことが大切であることに気付くように

すること。   

アの (ｲ)及びイの (ｲ)については，情報や情報技術を活用して発展してい

る販売，運輸，観光，医療，福祉などに関わる産業の中から選択して取

り上げること。その際，産業と国民の立場から多角的に考えて，情報化

の進展に伴う産業の発展や国民生活の向上について，自分の考えをまと

めることができるよう配慮すること。  

理科  第３指導計画の作成と内容の取扱い  観察，実験などの指導に当

たっては，指導内容に応じてコンピュータや情報通信ネットワークなど

を適切に活用できるようにすること。また，第１章総則の第３の１の (3)

のイに掲げるプログラミングを体験しながら論理的思考力を身に付ける

ための学習活動を行う場合には，児童の負担に配慮しつつ，例えば第２
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の各学年の内容の［第６学年］の「Ａ物質・エネルギー」の (4)における

電気の性質や働きを利用した道具があることを捉える学習など，与えた

条件に応じて動作していることを考察し，更に条件を変えることによ

り，動作が変化することについて考える場面で取り扱うものとする。  

２  第２の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。

(4) 学習活動を行うに当たっては，コンピュータなどの情報機器につい

て，その特質を踏まえ，児童の発達の段階や特性及び生活科の特質など

に応じて適切に活用するようにすること。 (10) コンピュータ，カメラな

どの情報機器を利用することについては，表現や鑑賞の活動で使う用具

の一つとして扱うとともに，必要性を十分に検討して利用すること。  

家庭科  C 消費生活・環境 (1) 物や金銭の使い方と買物   

  ア  次のような知識及び技能を身に付けること。   

買物のしくみや消費者の役割が分かり，物や金銭の大切さと計画的な使

い方について理解すること。   

 身近な物の選び方，買い方を理解し，購入するために必要な情報の収

集・整理が適切にできること。   

イ  購入に必要な情報を活用し，身近な物の選び方，買い方を考え，工夫

すること。  

第３  ２  指導に当たっては，コンピュータや情報通信ネットワークを

積極的に活用して，実習等における情報の収集・整理や，実践結果の発

表などを行うことができるように工夫すること。  
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体育  第３  １  (3)第２の内容の指導に当たっては，コンピュータや情

報通信ネットワークなどの情報手段を積極的に活用し，各領域の特質に

応じた学習活動を行うことができるように工夫すること。その際，情報

機器の基本的な操作についても，内容に応じて取り扱うこと。  

外国語  ２  内  容  〔第５学年及び第６学年〕〔思考力，判断力，表現力

等〕   

(2)情報を整理しながら考えなどを形成し，英語で表現したり，伝え合っ

たりすることに関する事項   

具体的な課題等を設定し，コミュニケーションを行う目的や場面，状況

などに応じて，情報を整理しながら考えなどを形成し，これらを表現す

ることを通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。  

(2) ２の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。 (中

略 )児童が身に付けるべき資質・能力や児童の実態，教材の内容などに応

じて，視聴覚教材やコンピュータ，情報通信ネットワーク，教育機器な

どを有効活用し，児童の興味・関心をより高め，指導の効率化や言語活

動の更なる充実を図るようにすること。  

道徳  ２第３  指導計画の作成と内容の取扱い  ２（中略）児童の発達の

段階や特性等を考慮し，第２に示す内容との関連を踏まえつつ，情報モ

ラルに関する指導を充実すること。また，児童の発達の段階や特性等を

考慮し，例えば，社会の持続可能な発展などの現代的な課題の取扱いに

も留意し，身近な社会的課題を自分との関係において考え，それらの解

決に寄与しようとする意欲や態度を育てるよう努めること。なお，多様  
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な見方や考え方のできる事柄について，特定の見方や考え方に偏った指

導を行うことのないようにすること。  

３  教材については，次の事項に留意するものとする。    

児童の発達の段階や特性，地域の実情等を考慮し，多様な教材の活用に

努めること。特に，生命の尊厳，自然，伝統と文化，先人の伝記，スポ

ーツ，情報化への対応等の現代的な課題などを題材とし，児童が問題意

識をもって多面的・多角的に考えたり，感動を覚えたりするような充実

した教材の開発や活用を行うこと。  

３・４年小学校外国語活動  〔思考力，判断力，表現力等〕   

(2)情報を整理しながら考えなどを形成し，英語で表現したり，伝え合っ

たりすることに関する事項   

具体的な課題等を設定し，コミュニケーションを行う目的や場面，状況

などに応じて，情報や考えなどを表現することを通して，次の事項を身

に   

付けることができるよう指導する。  

３の (2)（中略）児童が身に付けるべき資質・能力や児童の実態，教材の

内容などに応じて，視聴覚教材やコンピュータ，情報通信ネットワー

ク，教育機器などを有効活用し，児童の興味・関心をより高め，指導の

効率化や言語活動の更なる充実を図るようにすること。  
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資料＜食育とは＞  

文科省  食育・栄養教諭に関してよくある質問 Q&A 健やかに生きるため

の基礎  

「食育」という言葉が注目されている背景には，食生活を取り巻く社

会環境の変化に伴い，朝食欠食など子どもの食生活の乱れや肥満傾向の

増加などの健康問題が見られます。また，食を通じて地域等を理解する

ことや失われつつある食文化の継承を図ること，自然の恵みや勤労の大

切さなどを理解することが重要となってきている状況もあります。成長

期にある子どもにとって，健全な食生活は健康な心身を育むために欠か

せないものであると同時に，将来の食習慣の形成にあたって大きな影響

を及ぼします。子どもの頃に身に付いた食習慣を大人になって改めるこ

とは，非常に困難なことです。このため，成長期にある子どもへの食育

は，健やかに生きるための基礎を培うことを主な目的としています。食

に関する問題は，言うまでもなく家庭が中心となって子どもに指導を行

うものですが，食生活の多様化が進む中で，食に関する情報の氾濫や安

全性の問題など家庭において十分な知識に基づく指導を行うことが困難

である状況もあります。そうした状況を踏まえると，子どもの食生活に

ついては，学校，家庭，地域が連携して次代を担う子どもたちの食環境

の改善に努めることが必要です。  

 

学校における食育推進の重要性  

学校給食はこれまでも教育活動として実施されてきていますから，各学  
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校においては既に食育の実践を行ってきた実績を有しているといえま

す。しかし，食育が大きな国民的課題となっている今日，学校給食の教

育的役割を改めて見直すとともに，学校の教育活動全体による食に関す

る指導（学校における食育）を進めていくことが大切です。学校では，

様々な課題を踏まえ，知識の教授だけではなく，実際に経験をさせつつ

子ども達に食に関する指導を行うことにより，「食に関する知識」「食

を選択する力」「望ましい食習慣」を家庭や地域と連携しつつ身に付け

させ，健全な食生活を実践することができる人間を育てること，具体的

には，以下のような事項を総合的に育むということを主な目的としてい

ます。・食事の重要性，食事の喜び，楽しさの理解・心身の成長や健康

の保持増進の上で望ましい栄養や食事の摂り方を理解し，自ら管理して

いく能力・正しい知識，情報に基づいて，食物の品質及び安全性等につ

いて自ら判断できる能力・食物を大事にし，食物の生産等に関わる人々

へ感謝する心・食生活のマナーや食事を通じた人間関係形成能力・各地

域の産物，食文化や食にかかわる歴史等を理解し，尊重する心教育活動

全体における取組子ども達の健康課題の解決のために，現在の学習指導

要領においては，それぞれの教科等の目標を達成する観点から，健康教

育の一環として，食に関する領域や内容が取り扱われています。今後

は，子ども達の発達段階に応じて，食に関する知識や能力等を総合的に

身につけることができるよう，学校では，各教科等における個々の食に

関する指導を，継続性に配慮しつつ，教科横断的な指導として関連付

け，学校教育全体で食に関する指導を進めていくことが必要です。学校

給食の時間や家庭科の時間，保健学習の時間において指導していくこと  
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はもとよりのこと，例えば，６年社会科「大昔の人々のくらし」におい

て，小野妹子が持ち帰ったとされている大陸文化として「はし文化の伝

来」を扱い，食文化としての「はし」を学習し，併せて，学校給食で和

食をとりあげ，日々の給食指導や学級活動において「はし」の使い方を

指導することで，教科の内容についても，マナーについてもより意識化

されます。さらには，総合的な学習の時間において，日本の文化の追求

へと学習を発展させるようなことが考えられます。  
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